
ナ
ム
サ
プ
ク

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
費
朝
初
期
の
南
策
勢
力
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八

　

尾

　

　

陸

　

生

【
要
約
】
　
十
世
紀
の
独
立
期
よ
-
'
紅
河
デ
ル
タ
東
縁
の
南
策
(
冊
)
地
方
は
貿
易
港
雲
屯
と
京
師
を
結
ぶ
水
運
や
、
陳
朝
期
の
大
規
模
な
農
地
拡
大
等
に

よ
る
経
済
的
基
盤
に
よ
-
'
1
大
勢
力
を
築
い
て
い
た
。
陳
朝
を
某
奪
し
た
胡
朝
の
諸
政
策
に
反
抗
し
た
同
勢
力
は
'
l
且
は
明
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
侵
略
に

協
力
す
る
が
'
明
が
塩
や
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
珍
宝
の
収
奪
を
す
る
よ
う
に
な
る
と
'
今
度
は
明
に
対
し
て
反
抗
を
繰
-
返
す
事
と
な
っ
た
。
し
か
し
賓
利
に

よ
る
独
立
闘
争
へ
の
参
加
が
遅
れ
た
為
に
'
梨
朝
政
権
に
同
勢
力
が
参
画
す
る
に
は
多
大
な
困
難
を
伴
っ
た
。
軍
事
面
で
は
帝
と
同
じ
措
化
出
身
者
(
清
化

集
団
)
が
要
職
を
占
め
た
為
へ
必
然
的
に
文
臣
へ
の
み
ち
を
進
む
事
に
な
っ
た
。
よ
っ
て
'
科
挙
は
同
勢
力
に
と
っ
て
唯
一
の
栄
達
の
足
が
か
-
で
あ
っ
た

が
へ
そ
の
科
挙
も
清
化
集
団
に
よ
っ
て
牛
耳
ら
れ
'
な
か
な
か
軌
道
に
乗
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
梨
宜
民
に
よ
る
文
官
ポ
ス
ト
の
増
加
と
'
聖
宗
の
科
挙

確
立
に
よ
-
、
同
勢
力
は
よ
う
や
-
文
法
の
1
異
を
担
い
'
活
鍵
の
場
を
与
え
ら
れ
る
事
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
史
林
　
七
二
巻
L
号
一
九
八
九
年
L
月

は

　

じ

　

め

　

に

タ

イ

ソ

ホ

7

前
稿
で
筆
者
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
黍
朝
(
1
四
二
八
-
1
七
八
九
)
の
官
僚
制
度
の
確
立
過
程
を
分
析
し
、
そ
の
う
ち
武
班
を
担
っ
た
括
化
集
団
に
つ

①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
▲
サ
ッ
ク
②

い
て
考
察
を
行
な
っ
た
。
本
稿
で
は
次
に
文
班
を
担
っ
た
諸
勢
力
の
う
ち
へ
特
に
原
著
な
活
動
を
示
し
、
か
つ
古
-
か
ら
の
歴
史
を
も
つ
南
策

(
冊
・
柵
)
地
方
の
勢
力
に
つ
い
て
考
察
を
行
な
い
た
い
。

先
行
研
究
者
の
.
7
人
、
l
-
K
-
-
ウ
ィ
t
ヅ
ト
モ
ア
氏
は
'
梨
朝
の
建
国
老
太
祖
梨
利
が
抗
明
戦
で
率
い
た
軍
の
中
に
、
自
ら
と
同
じ
清
化
地

方
出
身
者
が
多
数
存
在
し
て
`
い
た
事
か
ら
、
,
)
の
集
団
を
「
活
化
集
団
」
と
名
付
け
た
o
そ
し
て
主
と
し
て
武
人
的
な
f
J
の
集
団
が
政
権
の
相

③

要
香
提
-
、
紅
河
デ
ル
タ
の
文
人
階
級
と
政
治
的
に
抗
争
す
る
と
い
う
史
像
を
措
い
た
。



ヴェトナム梨朝初期の南策努力(八尾)

筆
者
は
前
稿
で
氏
の
　
「
活
化
集
団
」
　
の
概
念
を
よ
り
厳
密
に
し
、
か
つ
そ
の
変
質
の
過
程
を
考
察
し
た
の
だ
が
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、

氏
の
言
う
よ
う
に
デ
ル
タ
対
清
化
と
い
う
よ
う
に
簡
単
な
図
式
化
が
で
き
る
か
、
と
い
う
事
で
あ
る
。

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
漢
の
武
帝
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
て
以
来
、
独
立
ま
で
約
千
年
に
わ
た
っ
て
支
配
を
う
け
た
歴
史
を
持
ち
、
更
に
独
立
期
に
お

い
て
は
デ
ル
タ
内
に
さ
ま
ざ
ま
な
勢
力
の
存
在
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
紅
河
デ
ル
タ
の
状
況
を
'
デ
ル
タ
勢
力
と
一
括
し
て
し
事
っ
事
に

筆
者
は
疑
問
を
感
じ
る
.
結
論
か
ら
先
に
述
べ
て
し
ま
う
と
'
清
化
優
位
の
梨
朝
初
期
の
政
局
に
あ
っ
て
'
1
人
気
を
は
い
た
の
は
デ
ル
タ
の

東
経
の
南
策
勢
力
で
あ
っ
た
O
本
稿
で
は
ま
ず
そ
の
地
理
的
・
経
済
的
基
盤
を
梨
朝
以
前
の
諸
王
朝
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
考
察
し
、
次
に
梨
朝
政

権
に
こ
の
勢
力
が
い
か
に
食
い
込
ん
で
い
っ
た
か
を
跡
づ
け
て
み
た
い
。

①
　
r
ヴ
ェ
J
・
ナ
ム
裂
朝
初
期
の
清
化
集
団
に
つ
い
て
」
『
東
洋
史
研
究
』
四
六
-
四
、

一
九
八
八
(
以
下
'
前
稿
と
略
)
。

②
　
ナ
ム
サ
ッ
ク
N
a
m
S
d
c
h
地
方
は
胡
朝
期
ま
で
南
冊
(
柑
)
と
記
さ
れ
、
属
明

期
以
降
'
南
策
と
さ
れ
た
。
本
稿
で
も
こ
れ
に
従
う
。
な
お
、
筆
者
の
意
味
す
る

甫
策
地
方
と
は
'
至
宝
県
以
南
へ
タ
イ
ピ
ソ
河
以
東
'
及
び
以
西
の
桂
陽
県
'
嘉

定
県
、
艮
(
香
)
才
県
へ
錦
江
県
'
長
津
県
、
四
肢
県
、
永
頼
県
を
指
す
。
(
六
三

頁
の
地
図
2
参
照
)

③
　
W
h
i
t
m
o
r
e
.
)
.
H
(
.
,
T
h
e
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
o
f
h
e
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
i
n
F
i
f
t
e
e
n
t
h

C
e
n
t
u
r
y
 
V
i
e
t
n
a
m
,
C
o
r
n
e
l
l
 
U
n
i
v
.
P
h
.
D
.
D
i
s
s
e
r
t
a
t
a
i
o
n
,
1
9
6
8
.

I

 

l

,

南

冊

地

方

の

経

済

基

盤

①

.
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
中
国
か
ら
の
独
立
間
も
な
い
呉
氏
政
権
(
九
三
九
-
九
六
三
)
の
時
代
、
呉
権
の
息
子
呉
昌
笈
は
権
の
死
後
、
権
の
妃
の
兄
暢

三
苛
の
圧
迫
を
う
け
て
、
南
冊
地
方
の
茶
郷
に
卦
る
苑
令
公
の
も
と
に
身
を
寄
せ
た
。
こ
の
茶
郷
は
'
『
欽
定
越
史
通
鑑
綱
目
』
註
に
よ
れ
ば
、

金
城
県
に
あ
た
る
こ
と
が
考
証
さ
れ
て
い
る
。

②
　
　
　
　
　
　
③
.
　
　
　
　
④
　
】

山
本
達
郎
・
桜
井
由
窮
雄
・
K
-
チ
-
ラ
の
諸
氏
は
、
こ
の
呉
氏
政
権
と
、
l
そ
の
後
の
十
二
便
君
期
の
諸
勢
力
の
拠
点
の
位
置
比
定
を
行
な

っ
て
い
る
が
、
桜
井
氏
は
そ
の
論
の
中
で
'
デ
ル
タ
外
縁
部
に
位
資
す
る
勢
力
は
農
業
を
基
盤
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
し
た
上
で
、
こ
の

⑤

南
冊
勢
力
の
基
盤
を
、
東
方
よ
-
デ
ル
タ
コ
ア
に
至
る
商
業
ル
ー
ト
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
た
。
こ
の
推
定
を
よ
-
は
っ
き
-
さ
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せ
る
の
が
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
交
易
港
と
し
て
有
名
な
雲
屯
の
存
在
で
あ
る
。

⑥

山
本
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
雲
屯
は
V
a
n
 
H
i
i
島
に
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
名
が

李
朝
期
に
入
っ
て
史
書
に
現
わ
れ
る
O
次
の
二
条
が
そ
れ
で
あ
る
.

川
　
(
英
宗
大
定
)
十
年
(
二
四
九
)
春
二
月
'
爪
睦
・
路
絡
・
退
避
三
国
の
商
舶
'
海
東

に
入
-
'
居
住
販
売
を
乞
う
。
乃
ち
海
島
等
の
処
に
於
い
て
庄
を
立
て
'
雲
屯
と
名
づ
-
0

宝
貨
を
買
売
せ
し
め
'
方
物
を
上
進
せ
し
む
。

†
マ

伺
　
(
高
宗
貞
符
)
九
年
(
二
八
四
)
春
三
月
へ
占
城
来
貢
す
。
退
避
・
三
仏
斉
等
の
国
の

商
人
'
雲
屯
鋲
に
入
-
て
宝
物
を
進
め
'
買
売
を
行
な
わ
ん
こ
と
を
乞
う
。

⑦

川
は
『
大
越
史
記
全
書
本
紀
』
(
以
下
『
全
書
』
)
巻
二
'
脚
は
同
巻
三
所
載

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
こ
の
期
の
史
料
に
あ
ら
わ
れ
る
は
ず
の
な
い
爪
畦
や
追

⑧

選
(
羅
)
日
の
名
が
み
え
る
事
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
山
本
・
片
倉
棋
両
氏
も
疑
義
を
唱
え
ら
れ
'
特
に
片
倉
氏

は
こ
の
粂
だ
け
を
も
っ
て
李
朝
の
貿
易
に
つ
い
て
述
べ
る
事
は
危
険
で
あ
る
と
さ
れ

⑨

て
い
る
.
筆
者
も
基
本
的
に
は
氏
に
同
意
す
省
。
た
だ
桜
井
氏
は
t
 
M
の
記
載
は
'

陳
朝
期
の
『
全
書
』
巻
七
　
大
治
三
年
(
一
三
六
〇
)
冬
十
月
の
条
の
'

路
鶴
・
茶
畦
(
割
註
‥
唾
音
鵠
)
・
退
喋
等
の
国
の
商
舶
'
雲
屯
に
至
り
て
販
売
し
'
諸
"

の
異
物
を
進
む
。

と
い
う
記
載
を
引
き
写
す
事
に
よ
っ
て
、
『
全
書
』
　
の
撰
者
呉
士
連
ら
が
、
ヴ
ニ
ト⑬

ナ
ム
の
権
威
を
高
め
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
考
え
を
述
べ
ら
れ
た
。
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蓋
し
卓
見
で
あ
ろ
う
。
と
に
か
-
李
朝
期
に
雲
屯
が
貿
易
の
根
拠
地
で
あ
っ
て
南
冊
地
方
を
大
い
に
潤
し
た
事
は
疑
い
な
か
ろ
う
。
南
冊
勢
力

⑪

は
、
雲
屯
1
白
藤
江
-
南
冊
江
-
天
徳
江
I
京
師
(
ハ
ノ
イ
)
と
い
う
漕
運
の
ル
ー
ト
を
そ
の
存
立
基
盤
と
し
た
の
で
あ
る
.
ウ
ィ
ッ
ト
モ
ア
氏

0
,

は
、
こ
の
貿
易
が
(
李
朝
の
)
経
済
を
支
え
、
か
つ
地
方
の
経
済
活
動
を
刺
戟
し
た
と
述
べ
ら
れ
た
が
、
最
も
そ
の
恩
恵
に
浴
し
た
の
が
南
冊
勢

力
で
あ
っ
た
。

l
J
の
経
済
基
盤
に
よ
っ
て
、
南
冊
地
方
は
軍
事
面
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
o
李
朝
以
前
に
も
天
福
元
年
(
九
八
〇
)
に
大
将
軍

に
任
じ
ら
れ
た
苑
巨
価
(
桜
井
氏
に
よ
れ
ば
花
令
公
の
子
)
は
南
冊
地
方
の
人
物
で
あ
-
、
宋
の
白
藤
江
方
面
か
ら
の
侵
攻
に
対
し
て
、
当
時
の
権

⑬

力
老
梨
桓
は
こ
の
地
の
花
氏
勢
力
の
援
助
を
求
め
る
し
か
な
か
っ
た
事
が
窺
え
る
。
桜
井
氏
は
、
早
い
時
期
か
ら
こ
の
地
に
菟
氏
の
勢
力
が
存

在
し
た
事
を
推
定
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
は
、
李
朝
末
期
に
各
地
に
勃
興
す
る
勢
力
の
一
つ
に
も
南
冊
勢
力
花
氏
が
名
を
連
ね
て

⑩

い
る
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。
.
デ
ル
タ
コ
ア
l
で
政
争
が
続
い
て
い
る
問
も
、
こ
の
勢
力
は
営
々
と
力
を
撃
見
て
い
た
わ
け
で
遜
る
o
そ
し
て
、
李
朝

を
倒
し
た
美
禄
勢
力
の
陳
氏
も
ま
た
デ
ル
タ
コ
ア
の
外
縁
に
あ
た
る
ナ
ム
デ
ィ
ソ
の
紅
河
下
流
域
に
位
置
し
、
漁
扮
・
海
運
業
等
で
力
を
つ
ガ

て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
紅
河
下
流
域
に
本
拠
地
を
も
ち
、
か
つ
ハ
ノ
イ
に
都
し
た
陳
朝
は
、
李
朝
末
期
の
諸
勢
力
を
如
何
に
制
御
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

⑮

の
問
題
に
関
し
て
は
桃
木
至
朗
氏
の
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
陳
朝
は
、
李
朝
が
実
は
豪
族
の
連
合
体
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

各
勢
力
の
存
在
を
認
め
つ
つ
も
嬉
姻
等
を
結
ん
だ
-
、
宗
室
を
封
ず
る
事
に
よ
っ
て
、
そ
の
上
に
い
わ
ば
陳
朝
宗
主
が
か
ぶ
さ
る
よ
う
な
形
で

統
治
を
す
す
め
た
と
の
事
で
あ
る
。

南
冊
も
そ
の
例
に
も
れ
ず
、
桃
木
氏
は
こ
の
地
に
も
陳
氏
の
勢
力
が
植
え
つ
け
ら
れ
た
事
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
太
宗
の
兄
陳
柳

が
安
阜
・
安
東
・
安
生
・
安
興
・
安
邦
等
の
地
に
封
じ
ら
れ
、
そ
の
子
の
国
陵
が
万
劫
に
も
英
宗
の
弟
国
環
が
至
霊
に
本
拠
地
を
持
っ
て
い
た
。

⑮

そ
し
て
国
蚊
に
率
い
ら
れ
た
こ
の
地
方
の
軍
こ
そ
が
、
第
二
回
抗
元
戦
の
主
戦
力
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
で
は
そ
の
経
済
的
基
盤
で
あ

っ
た
雲
屯
貿
易
は
、
陳
朝
期
に
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
o
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
元
末
の
.
U
大
淵
の
著
し
た
『
島
夷
誌
略
』
が
詳
し
い
。
そ
の
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交
虻
の
条
に
は
、
_

舶
人
其
の
地
に
坂
が
ず
O
惟
だ
伶
坂
の
舟
の
み
断
山
に
止
-
て
上
下
し
'
其
の
官
場
に
至
る
を
得
ず
。
中
国
人
の
其
の
国
の
虚
実
を
窺
見
す
る
を
恐
る
れ
ば

な
り
.

と
あ
-
、
断
山
に
お
い
て
ヰ
国
人
商
人
が
官
場
に
行
け
な
い
よ
う
な
厳
格
な
統
制
が
あ
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
O
　
こ
の
断
山
こ
そ
が
、
『
安
南
志

原
』
巻
一
山
川
の
条
に

雲
屯
山
'
即
ち
断
山
。
雲
屯
県
大
海
中
に
在
-
。
両
山
対
噂
し
'
1
水
中
通
す
.
木
柵
を
立
て
水
門
を
置
き
、
民
家
両
岸
に
列
居
す
。
李
・
陳
氏
の
時
'
各

J
V
の
国
の
商
舶
多
-
此
に
契
る
。
.

と
l
ぁ
る
雲
屯
に
他
な
ら
な
い
。

し
か
し
」
　
貿
易
統
制
の
実
態
は
果
た
し
て
ど
う
で
あ
っ
た
か
o
『
全
書
』
巻
七
　
大
治
六
年
(
一
三
六
三
)
l
ハ
月
の
条
に
よ
る
と
、
雲
屯
に
於

い
て
大
珠
の
密
貿
易
を
行
な
っ
て
富
を
得
、
公
主
を
迎
え
た
呉
引
な
渇
者
が
い
た
。
彼
は
後
に
事
が
露
顕
し
て
没
籍
と
な
る
の
だ
が
、
雲
屯
に

お
け
る
密
貿
易
は
跡
を
絶
た
な
か
っ
た
H
>
つ
で
「
し
ば
し
ば
禁
制
が
出
さ
れ
て
い
る
.
従
っ
て
,
)
の
公
私
の
雲
屯
貿
易
に
よ
っ
て
南
冊
地
方
が

大
い
滋
栄
え
へ
陳
朝
期
に
お
い
て
も
そ
の
経
済
基
盤
と
な
っ
て
お
-
、
か
つ
二
で
後
掲
す
る
限
田
令
の
史
料
等
に
よ
る
と
'
宗
室
に
よ
る
防
城

⑰

堤
の
構
築
に
よ
っ
て
農
耕
地
拡
張
も
進
ん
で
お
-
、
同
地
が
一
大
勢
力
を
形
成
し
て
い
た
事
は
疑
い
よ
う
が
な
い
の
で
あ
る
。
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①
　
呉
氏
政
権
の
代
数
に
関
し
て
は
'
杉
本
直
治
郎
氏
の
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。
杉

-
.
本
「
五
代
宋
初
に
於
け
る
安
南
の
土
費
呉
氏
に
就
い
て
」
『
東
南
ア
ジ
ア
史
研
究
』

I
t
巌
南
堂
'
一
九
六
八
。

:
・
②
　
山
.
本
.
「
安
南
が
独
立
国
を
形
成
し
た
る
過
程
の
研
究
」
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀

.
要
J
 
l
'
I
九
四
三
。

③
　
桜
井
「
十
世
紀
紅
河
デ
ル
タ
開
発
試
論
」
『
東
南
ア
ジ
ア
研
究
』
1
七
-
四
'
1

<
<
c

T
a
y
l
o
r
,
K
.
,
T
h
e
"
T
w
e
l
v
e
 
L
o
r
d
s
"
i
n
 
T
e
n
t
h
-
C
e
n
t
u
r
y
 
V
i
e
t
n
a
m
,

J
o
u
r
n
a
l
 
o
f
S
o
u
t
h
e
a
s
t
 
A
s
i
a
n
 
S
t
u
d
i
e
s
1
4
-
1
,
1
9
8
3
.

⑤
　
桜
井
前
掲
論
文
'
六
l
T
O
-
六
三
1
頁
。

⑥
　
山
本
「
安
再
の
貿
易
港
雲
屯
」
『
東
方
学
報
・
東
京
』
九
'
一
九
三
九
。

⑦
　
本
稿
で
は
陳
刑
和
氏
の
校
合
本
『
大
越
史
記
全
書
』
(
東
洋
学
文
献
セ
ソ
ク
ー
叢

刊
　
第
四
二
・
四
四
・
四
七
韓
へ
一
九
八
四
I
l
九
八
六
)
を
使
用
す
る
。

⑧
　
ジ
ャ
ワ
は
「
問
婆
」
と
記
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
「
爪
唾
」
と
記
さ
れ
る
の
は

も
っ
と
時
代
が
下
る
。
.
ま
た
r
退
迷
」
は
ク
イ
の
ア
ユ
タ
ヤ
王
朝
(
十
四
世
紀
半

は
成
立
)
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
異
常
で
あ
る
。
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⑳
　
片
倉
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
李
朝
の
貿
易
に
関
す
る
一
考
察
」
　
『
歴
史
教
育
』
一
五
-

七
'
1
九
六
七
'
七
七
-
七
八
頁
。
た
だ
し
氏
は
李
朝
期
に
交
易
が
行
な
わ
れ
て

い
な
か
っ
た
と
は
述
べ
て
お
ら
れ
な
い
。

⑬
　
l
九
八
七
年
二
月
二
八
日
t
 
F
島
頁
誌
'
5
』
講
読
会
に
お
け
る
発
言
。
氏
は
川

の
前
半
部
分
が
技
世
の
加
筆
で
'
後
半
部
の
雲
屯
が
設
け
ら
れ
た
事
は
事
実
だ
と

し
た
。

⑯
　
桜
井
「
李
朝
期
(
一
〇
1
0
-
一
二
三
五
)
紅
河
デ
ル
タ
開
拓
試
論
1
デ
ル

タ
開
拓
に
お
け
る
語
学
的
適
応
の
終
末
　
-
　
」
『
東
南
ア
ジ
ア
研
究
』
一
八
-
二
、

一
九
八
〇
'
二
九
一
-
二
九
二
頁
。

ゥ
　
W
l
i
i
t
m
o
r
e
,
 
"
E
l
e
p
h
a
n
t
s
 
C
a
n
 
A
c
t
u
a
l
l
y
 
S
w
i
m
'
"
C
o
n
t
e
m
p
o
r
a
r
y

C
h
i
n
e
s
e
 
V
i
e
w
s
 
o
f
 
L
a
t
e
 
L
y
 
D
a
i
 
V
i
e
t
,
i
n
 
S
o
ミ
h
e
a
s
t
 
A
s
i
a
 
i
n
 
t
h
e

9

t

h

 

t

o

1

4

1

h

 

C

e

n

t

ミ

i

e

s

,

e

d

i

t

e

d

 

b

y

 

D

a

v

i

d

 

G

.

M

a

r

r

 

a

n

d

 

A

.

C

.

M

i

l

n

e

r

,

S
i
n
g
a
p
o
r
e
 
a
n
d
 
C
a
n
b
e
r
r
a
,
1
9
8
G
,
p
p
.
1
3
0
-
1
3
1
.

⑲
　
桜
井
前
掲
論
文
'
註
三
七
。

⑩
　
桜
井
前
掲
論
文
t
 
l
T
九
1
-
二
九
二
頁
。
『
大
越
史
略
』
に
よ
る
と
'
建
嘉
九

年
(
H
H
九
)
ま
で
花
氏
勢
力
が
南
冊
に
存
在
し
た
。

⑮
　
桃
木
「
陳
朝
期
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
6
政
治
体
制
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
『
東
洋
史
研

究
』
 
`
四
1
-
1
も
　
1
九
八
二
。

⑲
　
挑
木
前
掲
論
文
、
二
〇
〇
-
一
〇
一
頁
。

⑲
　
陳
利
和
氏
は
'
史
料
に
よ
る
限
り
'
陳
朝
の
治
水
事
業
が
太
宗
(
在
位
一
二
二

五
-
一
二
五
九
)
時
に
集
中
し
'
そ
の
規
模
は
当
時
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
全
回
に
及
ぶ

も
の
で
あ
っ
た
と
し
た
。
陳
「
「
鼎
耳
」
小
考
」
『
創
大
ア
ジ
ア
研
究
』
九
'
一
九

八
八
'
二
四
九
～
二
五
〇
頁
。
1
方
'
桜
井
氏
も
'
陳
朝
期
に
国
家
の
統
一
的
な

水
利
思
想
に
よ
る
紅
河
デ
ル
タ
の
改
造
(
具
体
的
に
は
大
堤
防
の
建
設
)
が
始
ま

っ
た
と
し
て
い
る
。
桜
井
「
ベ
ト
ナ
ム
紅
河
デ
ル
タ
の
開
拓
史
」
渡
部
忠
世
責
任

編
集
『
稲
の
ア
ジ
ア
史
』
2
'
小
学
館
'
1
九
八
七
へ
二
七
1
-
二
七
二
頁
。
な

お
氏
は
'
最
近
「
陳
朝
期
紅
河
デ
ル
タ
開
拓
試
論
」
と
題
し
て
学
会
発
表
を
行
也

I
.
っ
た
。
(
第
四
〇
会
東
南
ア
ジ
ア
史
学
会
研
究
大
会
'
1
九
八
八
年
l
二
月
)

二
　
胡
R
・
明
の
政
策
と
南
冊
勢
力
の
対
応

楚
新
三
年
(
1
四
〇
〇
)
、
陳
朝
は
浄
化
出
身
の
外
戚
胡
氏
に
よ
っ
て
某
奪
さ
れ
た
。
胡
季
岸
の
拾
頭
の
過
程
に
関
し
て
も
、
既
に
ウ
ィ
ッ
ト

①

モ
ア
氏
の
研
究
が
あ
る
が
、
そ
の
拾
頭
の
要
因
と
し
て
t
.

牀
i

M
　
陳
朝
宗
室
と
幾
重
に
も
姻
戚
関
係
を
結
ん
で
い
た
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

③

用
　
楊
目
礼
に
対
す
る
芸
宗
の
奪
槍
反
乱
に
貢
献
し
、
.
芸
宗
も
又
死
ぬ
ま
で
彼
を
重
用
し
た
事

④

.
初
,
陳
朝
後
半
期
か
ら
活
発
に
な
る
チ
ャ
ソ
パ
の
侵
攻
に
対
抗
し
、
功
績
を
あ
げ
た
事

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

彼
は
芸
宗
の
即
位
(
〓
ニ
七
〇
)
の
後
、
7
気
に
梱
密
大
使
と
い
う
高
位
に
登
-
、
.
宗
室
と
の
姻
戚
関
係
を
さ
ら
.
に
緊
密
に
す
る
事
に
H
っ
て
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朝
廷
内
部
及
び
軍
事
面
で
大
権
を
逼
る
事
に
成
功
し
た
o
そ
し
て
建
新
三
年
二
月
に
自
ら
の
外
孫
で
も
あ
る
陳
少
帝
よ
-
帝
位
を
奪
い
、
胡
朝

を
た
て
る
の
だ
が
、
彼
の
専
権
は
、
胡
氏
の
権
力
拡
大
を
許
し
た
一
方
で
、
某
奪
の
障
害
と
も
な
っ
て
い
た
上
皇
芸
宗
の
崩
じ
た
光
春
七
年

(
二
二
九
四
)
よ
-
本
格
化
し
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

胡
氏
が
登
場
し
た
時
代
は
、
桃
木
氏
が
研
究
さ
れ
た
様
に
、
陳
朝
宗
室
に
よ
る
支
配
体
制
が
、
対
モ
ン
ゴ
ル
戦
の
後
揺
ら
ぎ
、
異
姓
官
僚
層

が
多
-
進
出
し
た
時
代
と
は
ぼ
重
な
る
。
従
っ
て
、
胡
氏
が
陳
朝
的
支
配
の
矛
盾
を
克
服
し
て
新
王
朝
を
た
て
る
為
に
へ
こ
れ
ら
新
興
官
僚
層

の
望
む
中
国
的
官
僚
制
国
家
を
志
向
し
た
の
は
当
然
の
成
-
行
き
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
へ
最
も
障
害
と
な
っ
た
の
が
、
紅
河
デ
ル
タ
下
流
域
や

南
冊
地
方
に
広
大
な
田
地
を
所
有
し
、
衰
え
だ
し
た
と
は
い
え
隠
然
た
る
勢
力
を
有
す
る
陳
朝
宗
室
で
あ
っ
た
事
は
言
-
ま
で
も
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
胡
季
犀
は
二
つ
の
方
策
を
採
っ
た
。
一
つ
は
そ
の
経
済
基
盤
で
あ
る
田
庄
経
営
に
枚
を
打
ち
込
む
や
-
方
、
い
ま
1
つ
は
宗

室
有
力
者
を
直
接
除
-
早
-
方
で
あ
る
。

前
者
に
関
し
て
は
、
『
全
書
』
巻
八
　
光
春
十
年
(
一
三
九
七
)
六
月
の
条
に
、

詔
し
て
名
田
す
る
を
限
る
。
大
王
・
長
公
主
の
田
は
限
る
無
し
。
庶
民
の
田
十
畝
に
至
る
を
以
て
多
き
者
は
便
に
従
い
て
原
罪
を
得
る
を
許
す
。
定
馳
亦
た

之
の
如
し
。
余
者
上
進
し
て
官
に
人
ら
し
む
o
初
め
'
宗
室
諸
家
'
毎
に
私
奴
姥
を
し
て
瀕
海
の
地
に
於
い
て
堤
堰
を
築
き
脱
水
を
陣
が
し
め
'
二
・
三
年

の
後
'
開
墾
成
熟
せ
ば
'
互
相
嫁
要
し
之
に
居
ら
し
め
'
多
-
私
庄
田
土
を
立
つ
。
故
に
是
命
有
り
。

と
あ
る
よ
う
に
、
宗
室
の
支
配
下
に
あ
る
民
の
田
土
所
有
に
制
限
を
設
け
、
そ
れ
に
経
済
基
盤
を
持
つ
陳
朝
宗
室
に
打
撃
を
与
え
た
。

⑤

後
者
に
関
し
て
は
'
季
産
は
上
皇
芸
宗
存
命
中
よ
-
、
種
々
の
理
由
を
つ
け
て
は
1
人
ず
つ
有
力
者
を
除
き
、
遂
に
は
皇
帝
の
廃
立
に
さ
え

も
成
功
し
た
O
　
だ
が
、
上
皇
存
命
中
は
へ
そ
の
や
り
方
も
あ
-
ま
で
個
別
的
小
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
上
皇
致
後
、
大
き
-
変
化
す

る
。
光
泰
十
年
十
1
耳
、
季
産
は
、
「
遷
都
せ
ば
必
ず
某
奪
の
事
有
ら
ん
」
と
い
う
宮
人
の
忠
告
を
無
視
し
、
自
ら
の
根
拠
地
清
化
大
更
郷
の

清
化
府
(
後
西
都
府
と
改
称
)
　
へ
の
遷
都
を
強
行
し
、
順
宗
と
後
の
少
帝
を
宗
室
よ
-
切
り
離
し
、
翌
年
に
は
順
宗
を
廃
し
て
少
帝
を
立
て
、
去

奪
の
意
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
.
建
新
二
年
(
一
三
九
九
)
に
胡
氏
打
倒
の
策
謀
が
宗
室
を
中
心
に
為
さ
れ
る
が
、
事
前
に
こ
れ
を
察

50 (50)
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⑥

知
し
た
季
樫
は
へ
　
こ
の
謀
議
に
加
担
し
た
三
百
七
十
余
人
を
1
挙
に
粛
清
す
る
事
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
o

宗
窒
打
倒
後
の
胡
氏
の
政
策
は
、

川
　
南
冊
地
方
を
含
む
デ
ル
タ
地
方
の
大
土
地
所
有
制
の
解
体

の
　
官
僚
制
度
の
整
備

と
い
う
二
つ
に
重
点
が
置
か
れ
る
事
と
な
る
。

⑦

日
に
関
し
て
は
、
前
述
の
限
田
例
に
続
き
へ
紹
成
元
年
(
1
四
〇
1
)
に
限
奴
法
、
翌
二
年
に
新
税
法
の
制
定
と
い
う
1
連
の
政
策
を
打
ち
出

す
.
更
に
は
『
全
書
』
巻
八
　
開
大
元
年
(
1
四
〇
三
)
二
月
の
条
に
、

漢
蒼
(
季
鐙
の
子
)
無
田
に
し
て
有
財
な
る
者
を
起
発
し
て
升
華
に
遷
し
て
居
住
せ
し
め
'
編
じ
て
軍
伍
と
為
す
。
路
府
州
県
官
'
相
地
し
之
に
居
ら
し
む
。

某
州
に
居
れ
ば
則
ち
某
州
の
二
字
を
両
背
に
刺
し
て
記
と
為
す
。
次
年
へ
妻
子
を
発
し
て
後
随
せ
し
む
る
も
'
中
途
に
し
て
夙
に
遭
い
溺
死
す
。
民
多
-
悲

I**す。

と
あ
る
よ
う
に
、
お
そ
ら
-
デ
ル
タ
の
大
土
地
所
有
制
の
崩
壊
に
伴
っ
て
田
地
を
失
な
っ
た
者
や
或
い
は
新
政
策
に
反
抗
し
て
田
地
を
没
収
さ

⑧

れ
た
と
思
わ
れ
る
者
を
、
南
方
チ
ャ
ン
。
ハ
と
の
最
前
線
で
あ
る
升
華
地
方
(
ク
ァ
ソ
ナ
ム
省
)
に
強
制
的
に
徒
し
、
屯
田
さ
せ
る
と
い
う
思
い
き

⑨

っ
た
手
段
を
と
-
、
結
果
と
し
て
デ
ル
タ
民
の
反
感
を
呼
ん
だ
。

用
に
関
し
て
は
1
1
1
元
七
年
に
外
任
官
制
を
定
め
た
。
『
全
書
』
の
記
載
を
信
ず
る
限
-
、
そ
れ
は
、
そ
れ
以
前
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
官
制
に

⑲

比
べ
も
最
も
整
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
更
に
、
官
僚
の
供
給
源
を
確
立
す
る
為
に
、
科
挙
法
の
整
備
に
も
着
手
し
た
。

陳
朝
は
初
代
の
太
宗
よ
-
科
挙
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
試
験
内
容
は
儒
学
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
-
、
又
そ
の
実
施
も
定
期
的
な
も
の

⑮

で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
光
春
九
年
(
二
二
九
六
)
四
月
に
定
め
ら
れ
た
科
挙
法
は
、
試
験
に
四
場
を
用
い
る
事
へ
各
場
の
試
験
課
題
及
び

答
案
字
数
、
郷
試
・
会
試
・
御
武
の
三
段
階
制
を
と
る
事
な
ど
に
つ
い
て
細
か
-
規
定
し
て
お
-
、
史
臣
を
し
て
「
隣
家
科
挙
の
法
、
此
に
至

⑫

-
て
始
め
て
備
う
」
と
言
わ
し
め
る
程
の
も
の
で
あ
っ
た
.
そ
し
て
」
　
こ
の
法
に
従
っ
て
聖
元
元
年
(
-
建
新
三
年
'
1
四
〇
〇
)
に
行
な
わ
れ
た
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⑬

科
挙
に
お
い
て
二
十
人
の
進
士
が
誕
生
し
、
更
に
関
大
三
年
(
一
四
〇
五
)
の
礼
部
試
で
は
一
挙
に
百
七
十
人
も
の
合
格
者
を
出
す
に
至
っ
た
。
′

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
史
家
ミ
ン
-
チ
ャ
イ
ソ
氏
が
早
-
か
ら
評
価
し
た
様
に
、
上
記
の
胡
氏
の
政
策
に
は
進
歩
的
な
、
後
の
梨
朝
の
諸
政
策
の
手

⑩

本
と
な
る
よ
う
な
点
が
数
多
-
あ
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
、
大
き
な
社
会
的
変
動
を
受
け
、
多
大
な
負
担
を
被
る
事
に

な
っ
た
の
は
主
と
し
て
南
冊
を
含
む
紅
河
デ
ル
タ
地
方
の
民
で
あ
っ
た
。
為
に
、
胡
氏
政
権
と
デ
ル
タ
民
の
問
に
は
、
胡
氏
の
中
央
集
権
化
へ
.

の
意
図
と
は
反
し
て
大
き
な
溝
が
で
き
る
事
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
明
と
胡
朝
と
の
関
係
悪
化
に
伴
っ
て
、
対
明
防
衛
準
備
に
お
い
て
、
民
、

特
に
雲
南
・
広
西
に
近
い
デ
ル
タ
民
を
役
使
し
た
為
に
、
こ
の
溝
は
更
に
拡
が
っ
・
た
事
は
間
違
い
な
い
。
関
大
三
年
に
、
対
明
戦
を
前
に
し
た

御
前
会
議
上
、
左
相
国
胡
澄
が
'
「
臣
へ
戦
う
を
泊
れ
ず
。
民
心
の
従
達
を
泊
る
る
の
み
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
胡
朝
自
身
が
、
こ
の
溝
の

存
在
を
素
直
に
認
め
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

明
の
侵
略
は
翌
年
(
1
四
〇
六
)
四
月
に
始
ま
る
。
胡
朝
と
し
て
は
可
能
な
限
-
の
準
備
を
し
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
わ
ず
か
半
年
後
の
同
年

九
月
に
は
、
明
と
の
最
前
線
の
南
策
地
方
の
名
族
莫
氏
一
族
の
莫
辿
・
莫
達
・
莫
遠
等
が
'
「
胡
朝
の
時
、
志
を
得
ず
」
と
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
側

の
軍
事
機
密
を
手
み
や
げ
に
明
に
降
っ
た
。
デ
ル
タ
の
防
衛
紋
を
被
ら
れ
た
胡
氏
7
旗
は
西
都
に
逃
れ
、
更
に
南
方
へ
と
転
々
と
し
た
後
捕
え

ら
れ
、
胡
朝
は
滅
亡
し
た
。
・
そ
の
最
大
の
原
因
は
、
・
南
策
を
は
じ
め
デ
ル
タ
諸
勢
力
を
結
果
と
し
て
敵
に
ま
わ
し
て
し
ま
っ
た
事
に
あ
る
と
言

⑬

え
よ
う
。
従
っ
て
、
少
な
-
と
も
こ
の
時
点
で
は
、
ウ
ィ
ッ
ト
モ
ア
氏
の
説
-
デ
ル
タ
対
清
化
と
い
う
構
図
は
'
当
を
得
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

そ
し
て
最
も
反
胡
氏
的
で
あ
っ
た
の
が
、
問
題
の
南
策
勢
力
で
あ
っ
た
。
『
安
南
志
原
』
巻
三
　
人
物
の
灸
に
は
明
に
降
っ
て
そ
の
官
爵
を
う

⑬

け
た
者
が
六
人
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
四
人
ま
で
が
南
策
地
方
の
出
身
者
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

52 (52)

さ
て
'
明
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
出
兵
は
'
あ
-
ま
で
某
奪
者
胡
氏
を
倒
し
へ
陳
朝
を
復
興
さ
せ
る
事
を
建
て
前
と
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
o
　
し
か
し
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
占
領
し
た
後
、
永
楽
帝
は
「
陵
氏
に
後
宿
無
し
」
と
い
う
口
実
の
下
に
へ
交
虹
三
司
(
布
政
司
・
都
司
・
霞
:
]
司
)
を

設
置
し
、
.
里
甲
制
を
実
施
し
、
府
州
県
を
置
き
へ
中
国
的
礼
教
施
設
の
設
置
等
を
行
な
い
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
内
地
化
を
す
す
め
た
。
そ
し
て
塩
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鋭
・
両
税
等
を
教
収
L
t
金
鑓
そ
の
他
南
海
の
珍
宝
の
収
奪
を
き
び
し
-
行
な
っ
た
o

⑰

明
の
こ
の
よ
う
な
支
配
姿
勢
に
対
し
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
側
で
は
広
範
な
地
域
で
種
々
の
反
発
が
生
ま
れ
た
o
 
l
J
れ
に
関
し
て
は
、
山
本
・
フ
ァ

f
/
>

ソ
・
フ
ィ
レ
・
フ
ア
ン
・
ダ
イ
ゾ
ア
ソ
諸
氏
の
研
究
が
あ
る
が
'
各
地
域
ご
と
に
整
理
し
、
そ
の
原
田
を
も
併
せ
て
考
察
し
て
み
た
い
.

川
講
化
以
南
　
こ
の
地
域
で
は
梨
利
の
挙
兵
に
先
ん
じ
て
陳
氏
の
末
甫
陳
情
定
と
陳
季
拡
に
よ
る
二
つ
の
反
乱
が
起
っ
た
。
前
者
は
1
且
デ

ル
タ
海
岸
茄
の
長
安
州
(
ニ
ソ
ピ
ソ
省
)
で
挙
兵
し
た
後
、
南
下
し
て
化
州
(
ト
ワ
テ
ィ
エ
ソ
省
)
の
頭
目
郡
悉
の
推
戴
を
受
け
た
o
 
l
J
の
化
州
勢

力
に
は
既
述
の
胡
朝
期
に
升
華
に
挺
さ
れ
た
反
胡
親
陳
的
な
民
が
多
-
存
在
し
た
事
が
推
定
で
き
る
。
l
方
の
陳
季
拡
は
、
簡
定
か
ら
離
反
し

た
者
が
擁
立
し
、
胡
朝
の
残
党
と
も
言
う
べ
き
清
化
(
ク
ィ
ソ
ホ
ア
省
)
・
父
安
(
ゲ
ア
ソ
・
パ
テ
ィ
ソ
省
)
の
勢
力
が
こ
れ
に
加
わ
っ
た
.
両
者
は

1
時
期
適
合
し
'
東
関
城
ハ
ノ
イ
を
脅
や
か
し
、
明
の
補
給
基
地
と
な
っ
て
い
た
雲
屯
を
も
攻
撃
す
る
程
の
勢
力
を
は
こ
っ
た
O
し
か
し
、
レ

⑲

-
タ
ィ
ソ
コ
イ
氏
も
指
摘
し
て
い
る
様
に
、
こ
の
後
陳
二
氏
の
反
乱
は
自
滅
の
感
が
強
い
o
反
明
と
い
う
点
で
は
両
者
は
1
致
し
て
い
た
が
、

共
に
帝
位
を
称
す
る
二
勢
力
の
提
携
が
い
つ
ま
で
も
続
-
わ
け
も
な
-
、
両
者
は
分
裂
の
後
、
明
に
各
個
撃
破
さ
れ
た
。

帥
北
部
西
部
山
岳
地
帯
　
こ
の
地
帯
に
は
中
国
と
も
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
も
1
線
を
画
す
る
半
独
立
少
数
民
族
の
勢
力
が
か
な
-
存
在
し
た
。
明
は

こ
れ
ら
の
勢
力
の
離
反
に
手
を
焼
-
事
に
な
っ
た
O
　
で
は
そ
の
離
反
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。

1
つ
に
は
'
特
に
西
北
地
方
に
言
え
る
事
で
あ
る
が
、
明
が
雲
南
地
方
へ
の
支
配
強
化
を
始
め
た
事
に
対
す
る
不
安
感
で
あ
る
o
　
い
ま
l
ら

・
は
、
莫
大
な
銀
税
の
徴
収
に
対
す
る
不
満
で
あ
る
。
『
安
南
志
原
』
巻
二
　
貢
賦
の
条
に
は
永
楽
十
五
年
(
1
四
一
七
)
の
諸
税
の
1
欄
が
記
載

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
銀
税
と
し
て
諒
山
府
(
ラ
ソ
ソ
ソ
省
)
・
窒
化
府
(
ト
ゥ
エ
ツ
ク
ァ
ソ
・
ハ
ザ
ソ
省
)
・
大
原
府
(
タ
イ
プ
エ
ソ
・
パ

ッ
.
ク
カ
ソ
・
カ
オ
.
ハ
ソ
省
)
の
北
方
三
府
よ
-
そ
れ
ぞ
れ
一
百
四
十
五
両
三
銭
・
八
百
五
十
九
両
七
銭
三
分
七
厘
二
百
四
十
四
両
五
銭
が
徴
収

さ
れ
て
い
る
O
　
こ
の
三
府
の
合
計
碩
1
千
1
百
四
十
九
両
五
銭
七
厘
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
全
土
か
ら
の
徴
収
額
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
l
千
七
十

二
両
三
分
五
厘
を
上
ま
わ
っ
て
い
る
O
後
者
の
数
字
に
は
お
そ
ら
-
何
ら
か
の
誤
-
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
他
府
か
ら
の
銀
税
徴
収
が
皆

無
で
あ
る
事
か
ら
、
こ
の
三
府
に
銀
税
の
全
額
が
押
し
っ
け
ら
れ
た
と
判
断
し
て
よ
か
ろ
う
。
た
だ
彼
ら
の
反
乱
は
い
づ
れ
も
少
規
模
か
つ
単
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⑳

発
的
な
も
の
で
あ
-
、
小
規
模
な
討
伐
と
招
撫
策
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

研
デ
ル
タ
中
枢
部
　
こ
の
地
域
に
は
若
干
の
例
外
を
除
い
て
は
ほ
と
ん
ど
反
乱
が
見
ら
れ
な
い
.
そ
の
直
接
の
原
因
は
、
や
は
-
同
地
に
明
の

軍
事
・
行
政
機
関
が
集
中
し
て
い
た
為
で
あ
ろ
-
。
し
か
し
、
国
家
の
直
接
支
配
に
組
み
込
ま
れ
、
行
政
的
に
再
編
さ
れ
た
村
落
で
、
当
時
は

⑳

デ
ル
タ
中
堀
部
の
村
落
の
大
部
分
を
占
め
る
に
至
っ
た
「
社
」
村
落
が
、
明
の
里
甲
制
に
よ
る
支
配
に
適
合
し
た
事
も
考
え
ら
れ
る
O
⑳

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
地
に
於
い
て
さ
え
も
、
明
の
支
配
が
貫
徹
し
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
既
に
山
本
氏
が
指
摘
し
て
い
る
が
'
例
え
ば

永
楽
五
年
(
l
四
〇
七
)
に
全
国
で
二
百
十
あ
っ
た
県
が
、
同
十
五
年
に
は
百
五
十
七
、
同
十
七
年
に
は
七
十
九
と
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
こ

れ
は
明
の
支
配
力
の
減
退
に
よ
-
不
用
に
な
っ
た
県
を
統
廃
合
し
た
結
果
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
い
わ
ば
l
J
の
地
域
は
、
明
の
支
配
に
対
し
て

消
極
的
な
抵
抗
を
し
つ
つ
、
結
果
的
に
梨
利
の
北
上
を
待
っ
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

印
南
策
・
妥
邦
及
び
下
部
デ
ル
タ
地
方
　
l
J
の
地
域
こ
そ
が
本
稿
の
主
眼
で
あ
る
o
　
も
と
も
と
こ
れ
ら
の
地
は
陳
朝
が
重
点
支
配
地
と
し
て
扱

っ
て
い
た
せ
い
も
あ
っ
て
か
親
陳
的
で
あ
-
、
胡
氏
の
統
治
に
反
抗
し
た
が
、
明
の
支
配
が
始
ま
る
と
、
今
度
は
明
に
対
し
て
永
楽
五
年
頃
よ

⑳

-
同
二
十
年
頃
ま
で
、
様
々
な
反
乱
が
続
け
て
起
こ
っ
た
O
そ
の
直
故
の
原
因
と
し
て
は
、
塩
や
真
珠
等
の
収
奪
に
あ
っ
た
O

塩
に
つ
い
て
は
、
明
は
永
楽
十
三
年
(
一
四
一
五
)
に
塩
法
を
立
て
て
塩
の
私
造
・
私
亮
を
禁
じ
、
安
邦
(
ク
ア
ン
イ
ェ
ソ
・
ハ
イ
エ
ソ
省
)
か
ら

父
安
に
至
る
海
岸
地
帯
に
塩
課
司
を
数
ヶ
所
設
置
し
た
O
　
そ
し
て
,
)
の
地
か
ら
は
'
塩
税
と
し
て
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
総
量
の
八
十
.
パ
ー
セ
ン
ト
を
越

え
る
現
物
徴
収
が
行
な
わ
れ
、
ま
た
、
そ
の
生
産
に
あ
た
っ
て
農
民
が
役
使
さ
れ
た
。

真
珠
に
つ
い
て
は
永
楽
十
六
年
(
1
四
1
八
)
七
月
に
安
邦
の
靖
安
・
雲
屯
に
珠
場
が
設
け
ら
れ
'
種
々
の
産
品
と
労
働
力
が
搾
取
さ
れ
'
雲

屯
も
中
国
本
土
と
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
結
ぶ
補
給
路
と
さ
れ
た
。
'

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
'
南
策
・
安
井
地
方
で
は
活
化
で
の
梨
利
の
挙
兵
に
や
や
遅
れ
て
永
楽
十
八
年
(
1
四
二
〇
)
に
梨
銭
な
る
人
物
が

反
乱
を
起
こ
し
、
陳
容
宗
の
玄
孫
で
あ
る
と
飼
っ
て
帝
位
を
称
し
、
そ
れ
以
前
の
反
乱
の
残
存
勢
力
を
結
集
し
て
安
邦
に
拠
っ
た
。
し
か
し
、

中
国
本
土
及
び
明
の
重
点
支
配
地
域
に
近
い
事
が
災
い
し
、
彼
は
李
彬
ら
の
大
軍
に
破
れ
、
以
後
、
こ
の
地
方
で
ま
と
ま
っ
た
反
抗
勢
力
が
生
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ま
れ
た
形
跡
は
無
い
。

以
上
、
民
明
期
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
側
の
反
乱
か
ら
言
え
る
事
は
'
陳
朝
期
に
宗
室
が
そ
の
上
に
か
ぶ
き
っ
て
い
た
清
化
や
南
策
を
は
じ
め
と
す

る
諸
勢
力
が
、
陳
・
胡
氏
の
滅
亡
に
よ
っ
て
再
び
そ
の
姿
を
史
上
に
現
わ
し
た
事
で
あ
る
o
　
そ
し
て
、
こ
う
し
た
勢
力
の
存
在
が
、
梨
利
に
よ

る
i
H
q
　
　
と
、
C
J
Z
:
-
.
.
C
」
"
:
r
:
-
 
'
悠
　
　
*
*
・
.
<
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i
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v
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l
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S
o
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e
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A
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S
t
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d
i
e
s
,
1
9
8
5
.
氏
は
同
著
で
'
抗
元
戦
後
陳
朝
宗
室
が
弱

体
化
し
て
異
姓
官
僚
層
が
追
出
し
て
く
る
と
い
う
挑
木
氏
の
説
と
は
全
-
逆
に
'

技
初
は
官
度
が
優
勢
で
あ
っ
た
が
'
抗
元
戦
後
宗
室
が
穫
勢
に
な
っ
て
く
る
と
い

う
史
段
を
描
い
た
が
'
十
四
世
紀
後
半
の
王
侯
家
奴
の
反
乱
続
発
や
'
官
僚
層
の

退
出
を
考
え
た
場
合
'
挑
木
氏
の
論
の
方
が
説
得
力
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②
　
以
下
に
胡
氏
の
陳
氏
の
戚
鯛
関
係
を
図
示
す
る
。

明

慈

　

　

　

9

O
 
I
苗
慈
皇
后

(
架
氏
)

①

0
　
　
-
　
　
胡
　
季

③
　
裕
宗
の
技
後
'
帝
位
は
そ
の
兄
恭
粛
大
王
陳
畳
の
義
子
楊
目
礼
が
継
い
だ
。
こ

の
よ
う
な
異
常
な
継
承
が
何
故
行
な
わ
れ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。
た
だ
'
宗
室

側
か
ら
の
反
撃
も
行
な
わ
れ
'
季
産
の
出
身
地
措
化
大
更
江
に
集
ま
っ
た
芸
宗
・

零
宗
・
陳
元
旦
ら
は
'
こ
の
地
に
お
い
て
挙
兵
L
t
目
礼
を
倒
し
、
芸
宗
が
即
位

し
た
。

④
　
チ
ャ
ソ
'
ハ
は
一
三
六
〇
年
頃
よ
-
強
盛
と
な
り
へ
七
〇
年
代
に
は
京
師
を
犯
す

ま
で
と
な
り
'
遠
征
し
た
容
宗
も
二
二
七
七
年
戦
死
し
た
。
こ
の
期
の
チ
ャ
ソ
メ

の
童
盛
ぶ
-
を
へ
　
ジ
T
n
ル
ジ
ュ
ー
マ
ス
'
へ
。
は
L
'
A
p
o
g
6
e
(
絶
頂
)
と
評
し
て

い
る
。
M
a
s
p
e
r
o
,
G
.
,
L
e
 
R
o
y
a
u
m
e
 
d
s
 
C
h
a
m
p
a
,
P
a
r
i
s
 
e
t
 
B
r
u
x
e
l
l
e
s
,

1
9
2
8
,
p
p
.
1
9
3
-
2
1
8
.
U
の
チ
ャ
ソ
'
ハ
撃
退
に
最
も
功
の
あ
っ
た
の
は
'
陳
朝
宗

室
で
は
な
い
胡
季
撃
と
も
後
に
季
賢
に
殺
さ
れ
る
陳
掲
真
で
あ
っ
た
。

⑤
　
例
え
ば
'
冠
服
侯
大
王
項
(
1
三
八
l
)
'
大
尉
荘
定
王
顛
(
二
二
九
1
)
'
陳

日
章
(
二
二
九
二
)
、
.
撫
軍
司
元
淵
(
一
三
九
五
)
へ
陳
元
胤
(
二
二
九
五
)
ら
が

ほ
と
ん
ど
季
岸
謀
殺
の
意
あ
-
と
い
う
理
由
で
殺
さ
れ
て
い
る
。

⑥
　
こ
れ
に
よ
-
、
早
-
か
ら
政
界
か
ら
身
を
ひ
い
て
子
孫
に
災
い
が
ふ
-
か
か
ら

ぬ
よ
う
に
季
箆
の
専
積
を
黙
認
し
た
陳
元
且
の
子
孫
以
外
の
宗
室
の
ほ
と
ん
ど

と
'
親
族
派
の
将
軍
陳
潟
真
・
相
可
永
ら
が
殺
さ
れ
た
。
ま
た
胡
氏
の
内
部
結
束

を
よ
-
緊
密
に
す
る
為
'
胡
氏
を
支
え
て
き
た
花
巨
論
や
何
徳
隣
も
同
時
に
粛
清

せ
れ
た
。
W
h
i
t
m
o
r
e
,
o
p
,
c
i
t
.
,
p
p
.
5
3
-
5
4
.

⑦
.
『
全
書
』
巻
入
　
相
成
元
年
(
1
四
〇
1
)
夏
四
月
-
十
二
月
(
『
全
書
』
は
繋

月
が
は
っ
き
-
し
な
い
場
合
が
多
-
'
四
月
の
条
か
ら
十
二
月
の
桑
に
あ
る
記
事

は
以
下
こ
の
よ
う
に
示
す
)
　
の
条
の
「
漢
蒼
立
限
名
家
奴
法
」
に
よ
る
と
'
各
人

の
品
級
に
よ
っ
て
所
有
で
き
る
私
奴
の
数
を
限
っ
た
も
の
で
あ
-
'
制
限
を
オ
.
I

バ
ー
し
た
も
の
は
砂
と
交
換
に
官
に
入
れ
へ
官
奴
や
殿
前
軍
の
兵
に
充
て
た
。
な
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台
'
こ
の
記
事
の
員
後
に
'

時
'
士
大
夫
富
蛍
を
在
り
'
胡
氏
の
意
を
希
み
て
上
宝
L
t
陵
氏
の
子
孫
を
託

し
'
及
び
田
奴
を
減
損
L
t
以
て
其
の
勢
を
抑
え
ん
こ
と
を
勧
む
。
貫
晦
卿
・

阪
希
周
・
同
式
の
徒
の
如
し
。
其
の
余
へ
数
う
る
に
た
え
る
べ
か
ら
ず
。

と
あ
り
t
 
r
J
の
法
が
陳
朝
的
田
庄
経
常
の
完
全
撲
滅
を
望
む
科
挙
官
僚
の
意
向
に

沿
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

⑧
　
現
在
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
行
政
区
画
は
歴
史
叙
述
に
不
適
当
な
の
で
'
旧
植
民
也

期
の
そ
れ
で
示
す
。

⑨
・
,
,
ソ
,
=
チ
ャ
イ
ソ
氏
は
t
,
)
の
徒
さ
れ
た
人
々
を
'
お
そ
ら
-
陳
朝
の
宗
室
や
、

新
政
策
に
反
抗
し
て
土
地
を
没
収
さ
れ
た
人
々
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
M
i
n
h

T
r
a
n
h
,
S
o
'
T
h
d
o
 
L
u
'
a
c
 
S
u
'
V
i
M
-
N
a
m
,
t
a
p
I
I
,
H
P
N
o
i
,
1
9
5
5
.
p
p
.
4
8

-
5
3
.
陳
朝
宗
室
の
田
庄
経
営
が
多
-
南
冊
や
デ
ル
タ
で
行
な
わ
れ
て
い
た
事
を
考

え
る
と
、
こ
の
征
さ
れ
た
人
々
の
多
く
が
デ
ル
タ
出
身
者
で
あ
っ
た
事
は
想
像
に

難
-
な
い
。

⑲
　
『
全
書
』
巻
八
　
光
春
十
年
(
一
三
九
七
)
夏
周
月
の
桑
に
'

外
任
官
制
を
定
む
。
路
に
安
撫
任
・
副
を
置
き
'
州
に
通
判
・
愈
判
を
鐙
き
'

県
に
令
・
尉
・
主
韓
を
置
き
'
以
て
之
を
管
ら
し
む
。
路
は
府
を
統
べ
'
府
は

州
を
統
べ
'
州
は
県
を
統
べ
'
凡
そ
戸
籍
・
銭
穀
・
獄
訟
は
総
べ
て
1
路
の
符

と
為
し
'
歳
季
報
省
L
t
渇
を
以
て
措
考
す
。
又
'
都
督
・
都
連
・
郡
統
・
総

管
府
・
太
守
司
を
置
き
'
以
て
之
を
轄
ら
し
む
。

と
あ
る
。
ウ
ィ
ッ
ト
モ
ア
氏
は
t
 
I
J
の
政
策
は
胡
氏
が
辺
境
に
ま
で
自
ら
の
政
策

を
お
し
す
す
め
る
為
の
も
の
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
　
W
h
i
t
i
n
o
r
e
.
o
p
.
c
i
t
.
,

p
p
.
4
7
4
9
.
な
お
'
胡
朝
期
の
行
政
区
画
に
関
し
て
は
、
M
a
s
p
e
r
o
,
H
.
,
E
t
u
d
e
s

d
'
h
i
s
t
o
i
r
e
 
d
'
A
n
n
a
m
 
I
I
,
L
a
 
G
<
5
0
g
r
a
p
h
i
e
 
p
o
l
i
t
i
q
u
e
 
d
e
 
l
'
e
m
p
i
r
e

d
'
A
n
n
a
m
 
s
o
u
s
 
l
e
s
 
L
I
,
l
e
s
 
T
r
a
n
 
e
t
 
l
e
s
 
H
o
(
X
'
-
X
V
 
s
i
f
c
c
l
e
s
)
I

B
u
l
l
e
t
i
n
 
d
e
 
I
'
E
c
o
l
e
 
F
r
a
n
c
a
i
s
 
d
'
E
x
t
r
e
m
e
-
O
r
i
e
n
t
(
以
下
B
E
F
E
O
と
略
)

X

V

I

,

1

9

1

6

,

D

a

o

 

D

u

y

 

A

n

h

,

D

t

f

t

 

N

w

計

V

i

e

t

 

N

a

m

 

Q

u

a

 

C

d

c

 

D

a

-

i

-

N
g
h
i
l
n
c
も
u
D
i
a
l
y
h
o
c
l
i
c
h
s
ォ
'
V
i
e
t
N
a
m
,
H
P
N
ァ
i
,
1
9
6
4
の
中
国
語

訳
鍾
民
岩
訳
・
岳
勝
校
『
趨
南
歴
代
疆
域
-
越
前
歴
史
地
理
研
究
』
北
京
'

1
九
七
三
へ
桃
木
「
陳
朝
期
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
路
側
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
『
史

林
』
六
六
-
五
、
一
九
八
三
等
の
研
究
が
あ
る
。

㊥
,
)
の
科
挙
法
で
最
も
重
要
な
点
は
'
こ
れ
に
よ
-
始
め
て
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
科
挙

に
三
段
階
試
験
制
が
成
立
し
た
事
で
あ
る
。
竹
田
竜
児
「
安
南
に
お
け
る
科
挙
の

起
源
及
び
成
立
」
『
史
学
』
三
八
-
四
へ
1
九
六
六
へ
五
七
-
五
八
頁
。

⑲
『
歴
朝
憲
章
類
丑
&
J
(
以
下
『
類
誌
』
と
略
)
巻
二
十
六
科
目
誌
歴
代
試
法
之

綱
の
同
年
桑
に
対
す
る
按
文
。

⑲
も
っ
と
も
t
t
J
の
数
に
関
し
て
は
問
題
が
あ
る
。
『
全
召
』
巻
八
開
大
二
年

(
t
四
〇
四
)
春
二
月
-
八
月
の
条
に
'

漢
蒼
試
挙
人
式
を
定
む
。
今
年
八
月
を
以
て
祐
試
し
'
中
老
は
絹
役
を
免
ず
。

明
年
八
月
'
礼
部
試
し
'
中
老
は
逮
捕
を
免
ず
。
又
明
年
八
月
'
会
試
し
'
中

老
は
大
学
生
に
充
つ
。
又
明
年
'
再
び
郷
講
を
行
な
う
こ
と
前
年
の
如
し
。
時
'

士
人
菜
を
専
ら
と
し
も
進
取
を
期
す
も
'
た
だ
礼
部
試
を
得
へ
乱
に
退
い
て
中

止
す
。
(
以
下
略
)

と
あ
-
'
本
来
一
四
〇
六
年
に
会
誌
を
受
け
て
合
格
し
た
老
だ
け
が
大
学
生
と
な

れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
な
お
'
竹
田
氏
は
'
上
記
史
料
の
礼
部
試
が
会
試
'
会
読

と
あ
る
の
が
殿
試
で
あ
る
と
し
た
(
竹
田
前
掲
論
文
五
七
I
五
八
頁
)
。
殿
託
は
普

通
'
会
読
合
格
者
に
慣
位
を
つ
け
る
だ
け
の
も
の
で
あ
る
が
'
会
試
と
殿
試
(
史

料
で
は
礼
部
講
と
会
試
)
の
実
施
の
問
に
1
年
お
-
と
い
う
の
は
、
こ
の
殿
試
が

純
粋
に
選
抜
試
験
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
を
い
だ
か
せ
る
。
と
チ

る
と
も
そ
の
最
終
試
験
の
中
止
が
百
七
十
人
も
の
大
量
合
格
者
を
生
ん
だ
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

⑬
M
i
n
h
T
r
a
n
h
,
o
p
.
c
i
1
.
,
p
p
.
4
6
-
C
l
,
d
o
.
,
T
ご
U
d
i
i
1
.
j
c
h
S
i
c
l
>
h
C
L
L

T
H
'

e
n
X
H
l
l
n
i
V
i
e
t
N
a
m
.
1
1
4
N
S
i
,
1
9
5
7
の
中
国
語
訳
花
宏
安
訳
r
超

商
社
会
発
展
史
研
究
』
北
京
'
1
九
六
三
、
六
三
-
七
五
頁
。
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ヴェトナム粟朝初期の南策勢力(八尾)

⑮
　
W
h
i
t
m
o
r
e
,
「
は
じ
め
に
」
の
註
③
容
p
p
.
1
-
4
.
た
だ
し
氏
は
こ
の
対
立
の

原
田
を
t
も
っ
は
ら
数
百
年
間
デ
ル
タ
の
ハ
ノ
イ
L
J
あ
っ
た
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
首
都

を
清
化
に
移
し
た
事
に
対
す
る
'
デ
ル
タ
の
エ
リ
ー
ト
遠
の
不
快
感
で
説
明
し
て

い
る
。
J
_
1
れ
-
こ
賛
成
し
か
ね
る
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

⑮
　
こ
の
四
人
と
は
、
抜
汝
石
(
薪
安
府
南
策
州
自
多
社
人
)
'
陳
豊
(
新
安
府
至
宝

is:

県
床
弄
杜
人
)
、
李
的
(
薪
安
府
至
宝
指
変
可
杜
人
)
'
莫
遂
(
新
平
府
至
霊
県
東

苗
祉
人
)
を
指
す
。
他
の
二
人
は
三
江
府
・
清
化
府
の
出
身
で
あ
る
。

⑲
　
山
本
『
安
前
史
研
究
1
　
-
　
元
明
南
朝
の
安
南
征
略
I
』
山
川
出
版
社
'
1

九
五
〇
へ
四
1
　
1
-
四
九
二
'
六
1
五
-
六
1
八
'
六
五
一
I
六
五
六
頁
。
「
明

の
ベ
ト
ナ
ム
支
配
と
そ
の
崩
壊
(
1
四
〇
〇
-
1
四
二
八
年
)
」
同
氏
編
『
ベ
ト
ナ

ム
中
国
関
係
史
1
曲
馬
の
始
頭
か
ら
清
仏
戦
争
ま
で
　
-
　
』
山
川
出
版
社
'
7

九
七
五
'
一
七
九
-
一
九
七
へ
二
一
五
-
二
二
二
頁
。

⑮
　
P
h
a
n
l
l
u
y
l
1
6
-
P
h
a
n
D
a
i
D
o
a
n
,
K
h
f
r
i
N
g
h
l
a
L
a
m
-
S
o
n
v
a
P
h
o
n
g

T
r
i
o
 
D
&
t
t
 
T
r
a
n
h
 
G
i
d
i
 
P
h
d
n
g
 
D
S
t
N
x
t
&
c
 
V
i
o
 
D
a
u
 
T
h
e
 
K
y
X
V

(
3
d
.
e
d
.
)
,
H
P
 
N
S
i
,
1
9
7
7
,
p
p
.
4
0
-
9
6
.
同
書
及
び
山
本
氏
の
著
は
反
乱
の
動

向
等
に
関
し
て
は
詳
し
-
述
べ
て
あ
る
が
'
反
乱
の
原
田
や
'
反
乱
に
あ
る
程
度

の
地
域
性
が
あ
る
事
を
論
じ
て
い
な
い
。

⑲
　
L
e
 
T
h
k
n
h
 
K
h
d
i
,
L
e
 
V
i
l
1
-
N
a
m
,
H
i
s
t
o
i
r
c
 
e
l
 
C
i
v
i
l
i
s
a
t
i
o
n
,
P
a
r
i
s
,

1
9
5
5
,
p
p
.
2
0
6
-
2
0
8
.

⑳
　
黄
福
の
『
黄
忠
宣
公
文
集
』
巻
七
に
載
る
撒
文
に
は
'
こ
れ
ら
北
方
山
岳
地
育

の
士
官
・
頭
目
に
あ
て
た
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
し
か
も
そ
の
内
容
は
'
自
ら

が
反
乱
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
諭
し
た
も
の
、
叛
徒
を
討
伐
す
る
よ
う
命
じ
た
も
の
へ

ま
た
そ
の
功
を
質
し
た
も
の
が
大
半
で
あ
る
。

㊥
　
杜
に
関
し
て
桜
井
氏
は
李
朝
聖
宗
期
の
社
の
分
布
を
調
'
へ
へ
梨
朝
期
の
社
が
紅

河
デ
ル
タ
及
び
清
化
・
父
安
の
平
野
部
に
集
中
す
る
事
を
示
し
'
こ
れ
が
梨
朝
の

直
接
支
配
地
で
あ
る
と
し
た
。
桜
井
『
ベ
ト
ナ
ム
村
落
の
形
成
　
-
　
村
落
共
有
田

-
r
t
ソ
デ
ィ
T
I
ソ
制
の
史
的
展
開
1
』
創
文
社
へ
　
1
九
八
七
'
1
四
1
-
1
八

〇
頁
。
『
安
南
志
原
』
巻
1
　
坊
酎
郷
釣
の
粂
に
よ
る
と
t
 
J
J
の
デ
ル
タ
コ
ア
の

地
域
の
村
落
は
八
十
バ
ー
セ
ソ
ト
以
上
が
「
社
」
で
あ
る
。

㊧
　
山
本
前
掲
書
'
五
七
7
I
五
八
〇
貢
。

⑲
　
『
全
書
』
『
明
実
録
』
『
越
曙
容
』
等
に
よ
と
こ
の
地
で
の
反
乱
を
列
記
す
る
。

永
楽
五
年
(
1
四
〇
七
)
十
月
　
新
安
・
建
平
・
諒
江
・
東
湖
等
で
陳
月
謝
・
花

拒
等
が
挙
兵

同
八
年
(
1
四
1
0
)
七
月
　
洪
蛮
府
で
反
乱

同
九
年
(
T
四
1
　
7
)
十
二
月
　
陳
季
拡
が
奉
化
府
ま
で
北
上

同
閏
十
二
月
　
鋲
蛮
・
下
洪
方
面
で
陳
存
亡
が
ゲ
リ
ラ
戦
を
展
開

同
十
七
年
(
1
四
7
九
)
十
7
月
　
下
洪
・
新
明
で
鄭
公
証
・
智
行
・
花
専
ら
が

挙
兵
L
t
　
ハ
ノ
イ
を
攻
撃
し
て
失
敗

三
　
賛
太
祖
・
太
宗
の
文
臣
愛
用
策

前
稿
で
述
べ
た
如
-
、
初
期
の
梨
朝
政
権
は
'
清
化
集
団
員
が
枢
要
の
地
位
を
占
め
た
。
そ
し
て
へ
梨
餓
の
反
乱
と
い
う
独
自
の
反
乱
を
起

こ
し
得
た
事
、
更
に
同
地
へ
の
梨
利
軍
の
進
出
が
遅
れ
た
が
為
に
ー
南
策
地
方
の
勢
力
は
建
国
時
ま
で
梨
利
の
軍
事
集
団
に
ほ
と
ん
ど
組
み
入

れ
ら
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
強
い
。
従
っ
て
へ
慣
天
二
年
(
一
四
二
九
)
五
月
に
開
国
の
功
臣
に
爵
位
が
与
え
ら
れ
る
が
、
南
策
地
方
の
人
物
が
、
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①

こ
れ
に
そ
の
名
を
連
ね
た
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
無
い
と
い
っ
て
よ
か
ろ
-
。
そ
れ
故
、
南
策
勢
力
が
梨
朝
政
権
に
食
い
込
ん
で
ゆ
-
に
は
多
大

な
困
難
を
伴
っ
た
。
そ
し
て
、
軍
事
面
に
関
し
て
圧
倒
的
に
清
化
集
団
が
優
勢
で
あ
っ
た
が
為
に
、
文
官
へ
の
道
を
求
め
る
事
に
な
っ
た
の
も

ご
-
自
然
の
成
-
行
き
で
あ
っ
た
。

1
方
、
太
祖
梨
利
の
方
も
、
文
官
充
実
の
為
、
順
天
二
年
十
月
に
文
武
三
晶
以
上
の
宮
(
つ
ま
り
そ
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
開
国
功
臣
)
に
賢
才
を

各
々
7
人
ず
つ
推
薦
せ
よ
と
の
詔
を
出
し
て
い
る
.
し
か
し
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
の
詔
に
よ
っ
て
文
職
を
得
た
の
は
ウ
ィ
ッ
ト
モ
ア
・
佐
世

②

俊
久
両
氏
が
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
、
大
多
数
が
功
臣
の
縁
者
や
子
孫
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
武
臣
を
以
て
文
職
に
充
て
る
と
い

っ
て
も
よ
い
こ
の
や
-
方
が
、
後
代
ま
で
長
-
糸
を
ひ
-
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
為
、
太
祖
は
こ
れ
と
は
別
に
試
験
に
よ
る
取
士
に
力
を
入
れ
た
。
太
祖
は
明
軍
の
寵
る
東
関
城
を
陥
落
さ
せ
る
以
前
の
宣
徳
元
年
(
1

四
二
六
)
十
二
月
に
、
参
謀
格
の
匠
席
の
輪
け
を
か
-
て
、
早
-
も
臨
時
的
な
取
士
試
験
を
東
関
城
の
対
岸
に
築
い
た
菩
提
常
で
行
な
っ
た
。

③

し
か
し
、
こ
の
後
更
に
明
と
の
戦
闘
が
南
策
を
含
む
各
地
で
一
年
近
-
続
い
た
事
、
合
格
者
の
名
や
出
身
地
が
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
事
へ
更

に
は
太
祖
期
の
地
方
文
官
の
動
向
が
史
料
か
ら
は
つ
か
め
な
い
事
等
の
為
に
、
こ
の
試
験
に
ど
れ
程
の
実
効
力
が
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

太
祖
は
即
位
後
も
順
天
二
年
に
明
経
科
、
同
四
年
(
一
四
三
一
)
に
宏
詞
科
の
試
験
を
行
な
い
l
、
そ
れ
ぞ
れ
七
人
、
四
人
(
史
料
に
よ
っ
て
は
五

⑥

人
)
　
の
合
格
者
を
出
し
た
。
し
か
し
、
藤
原
利
7
郎
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
へ
　
こ
の
二
回
の
試
験
も
宣
徳
元
年
の
そ
れ
と
同
様
、
1
回
き
-

⑤

の
臨
時
的
な
も
の
で
あ
-
、
合
格
者
も
少
な
-
、
と
て
も
太
祖
の
期
待
し
た
結
果
が
得
ら
れ
た
と
は
亨
え
ま
い
o
し
か
も
南
策
出
身
者
は
1
人

も
存
在
し
な
か
っ
た
。
た
だ
、
太
祖
が
正
式
な
科
挙
法
の
制
定
を
考
え
て
い
た
事
ー
そ
し
て
、
前
記
の
明
経
科
・
宏
詞
科
の
合
格
者
が
官
僚
制

国
家
の
実
現
や
科
挙
の
実
施
に
つ
い
で
少
な
か
ら
ぬ
役
割
を
演
じ
た
事
に
は
注
意
を
要
す
る
。

前
近
代
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
関
し
て
は
、
従
来
の
　
「
小
中
国
」
的
な
視
点
に
対
す
る
反
省
か
ら
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
独
自
の
、
或
い
は
優
れ
て
東
南

ア
ジ
ア
的
な
も
の
と
し
て
み
よ
う
と
い
・
.
つ
傾
向
が
高
ま
っ
て
い
る
。

確
か
に
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
中
国
か
ら
独
立
す
る
以
前
よ
-
中
国
の
文
物
や
制
度
の
導
入
を
は
か
っ
て
い
た
。
官
僚
制
度
の
導
入
も
そ
の
1
例
で
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あ
る
。
し
か
し
'
そ
の
支
配
体
制
は
、
史
料
に
み
え
る
官
統
制
的
な
そ
れ
と
は
程
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
。
桜
井
氏
は
李
朝
の
支
配
体
制
に
つ
い

(
ゥ

て
、
李
末
の
反
乱
分
析
か
ら
そ
れ
が
豪
族
の
連
合
体
に
す
ぎ
な
い
事
を
論
証
し
へ
桃
木
氏
は
李
朝
の
長
期
安
定
は
'
0
-
」
s
-
ウ
ォ
ル
タ
ー
ス

n

 

f

v

氏
の
い
う
「
マ
ン
ダ
ラ
権
力
」
が
安
定
化
し
貴
族
化
し
た
も
の
と
の
結
論
を
下
し
、
官
僚
制
(
特
に
軍
事
面
)
の
未
発
達
を
指
摘
し
た
。

李
朝
を
た
い
だ
扶
朝
も
'
桃
木
氏
が
示
し
た
様
に
、
重
職
は
す
べ
て
宗
室
が
握
り
'
ま
た
地
方
の
勢
力
は
存
在
す
る
も
の
の
、
そ
の
上
に
宗

⑨

室
が
か
ぶ
さ
る
様
な
形
で
支
配
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
挟
朝
宗
室
の
権
力
が
対
モ
ソ
ゴ
ル
戟
に
よ
っ
て
衰
退
し
、
新
た
に
異
姓
官
僚
が
進
出
し
へ
そ
の
力
を
結
集
し
勃
興
し
た
の
が
前
述
の
胡

氏
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
胡
朝
を
滅
ぼ
し
た
明
も
、
そ
の
支
配
機
構
の
中
に
数
多
-
の
ヴ
H
ト
ナ
ム
人
士
人
を
登
用
す
る
事
に
よ
っ
て
よ
-
官
僚

制
的
な
支
配
を
ヴ
=
ト
ナ
ム
に
も
た
ら
し
た
.
従
っ
て
官
僚
制
度
の
導
入
と
い
う
点
に
関
し
て
は
'
胡
氏
と
明
と
の
間
に
は
断
絶
は
無
か
っ
た

と
言
っ
て
も
よ
い
。
む
し
ろ
断
絶
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
明
と
、
前
稿
で
述
べ
た
如
-
武
人
が
政
権
を
担
っ
て
い
た
初
期
黍
朝
と
の
間
に
あ
る
と

言
え
よ
う
。

で
は
官
僚
制
度
を
導
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。
言
う
ま
で
も
な
-
、
そ
れ
は
皇
帝
の
支
配
が
合
理
的
に
末
端
ま
で
貫
徹
す

る
と
い
う
い
う
点
に
あ
ろ
う
。
ウ
ィ
ヅ
ト
モ
ア
氏
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
が
中
国
の
一
省
程
度
の
大
き
さ
し
か
も
っ
て
い
な
い
為
、
官
僚
制
度
の
導

⑲

人
に
よ
っ
て
、
中
国
以
上
に
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
は
村
落
レ
ベ
ル
ま
で
権
力
の
介
入
が
可
能
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。

清
化
の
1
土
豪
に
す
ぎ
な
か
っ
た
太
祖
黍
利
が
官
僚
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
へ
　
ど
れ
程
の
見
通
し
を
持
っ
て
い
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

f
t

た
だ
、
対
中
関
係
正
常
化
に
必
要
な
中
国
文
化
の
素
養
を
も
つ
人
物
を
登
用
し
た
際
、
そ
の
多
-
が
胡
朝
期
の
科
挙
合
格
者
で
あ
っ
た
事
に
注

意
を
向
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
後
述
す
る
開
国
功
臣
の
一
人
で
も
あ
る
匪
席
を
筆
頭
と
し
て
、
彼
ら
は
胡
氏
・
明
の
支
配
を
経
て
お
-
、
官
僚

制
度
の
確
立
こ
そ
が
王
朝
の
安
定
に
つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
太
祖
を
し
て
官
僚
制
国
家
へ
の
志
向
を
持
た
し
め
た
の
は

彼
ら
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
文
臣
達
が
ど
う
扱
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
為
に
は
、
ま
ず
梨
初
の
文
官
制
を
一
覧
す
る
必
要
が
あ
る
。
『
類
誌
』
巻
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十
三
　
官
職
誌
歴
代
分
設
之
綱
や
『
全
書
』
に
散
見
す
る
記
載
に
よ
る
と
、
ま
ず
中
央
で
は
皇
帝
の
下
に
宰
相
・
副
宰
相
が
お
り
、
そ
の
諮
問

⑫

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つ

機
関
と
し
て
政
事
院
が
あ
-
、
次
に
「
宰
相
に
亜
ぐ
」
と
言
わ
れ
る
大
行
迫
が
お
-
、
そ
の
他
に
二
部
(
支
部
・
礼
部
)
、
三
省
(
中
書
・
門
下
・

黄
門
)
、
審
刑
院
、
翰
林
院
等
が
あ
っ
た
。
1
方
、
地
方
は
東
・
西
・
南
・
北
・
海
西
の
五
道
に
分
た
れ
へ
　
そ
の
下
に
路
、
次
い
で
県
や
州
が

あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
に
対
応
す
る
文
職
と
し
て
、
各
道
の
長
官
と
し
て
各
道
行
違
が
、
副
官
と
し
て
参
知
(
同
知
)
各
道
軍
民
簿
籍
及
知
詞
訟

事
が
置
か
れ
'
路
に
は
安
撫
使
'
県
に
は
転
運
使
、
州
に
は
宣
慰
使
・
鎮
撫
使
等
が
置
か
れ
た
。

以
上
の
う
ち
、
宰
相
・
副
宰
相
は
、
前
稿
で
論
じ
た
如
-
清
化
集
団
員
が
大
半
を
占
め
、
文
臣
の
入
る
余
地
は
無
か
っ
た
。
ま
た
大
行
追
及

⑬

び
行
迫
に
つ
い
て
は
、
『
類
誌
』
巻
十
四
　
官
職
誌
官
名
沿
革
之
別
の
行
迫
の
条
に
、

3

行
迫
の
職
、
李
朝
よ
-
始
む
。
専
ら
中
官
を
以
て
之
と
為
す
。
入
内
行
遣
国
中
雷
門
下
平
章
事
の
如
し
。
蓋
し
亦
相
磯
の
次
な
り
。
陳
初
'
李
の
旧
制
に
因

る
。
-
(
中
略
)
-
聖
宗
(
在
位
1
二
五
八
-
七
八
)
杜
国
佐
を
用
い
て
よ
-
'
そ
の
後
文
学
の
士
へ
　
相
継
い
で
登
用
せ
ら
る
。
-
(
割
註
略
)
-
行
迫
の
取
'
遂
に

儒
紳
の
要
途
と
為
る
。
黍
朝
初
め
て
興
る
に
陳
の
旧
制
に
仇
-
'
大
行
迫
・
五
通
行
辻
を
分
設
L
t
軍
民
籍
符
詞
訟
事
を
分
掌
せ
し
む
。
供
に
文
法
の
首
に

在
-
て
'
宰
相
に
亜
ぐ
。
-
(
以
下
略
)
-

と
あ
-
、
宰
相
に
つ
ぐ
重
職
の
行
遣
職
が
陵
朝
中
期
ま
で
官
官
に
独
占
さ
れ
て
い
た
の
が
、
官
僚
層
の
進
出
に
伴
い
、
以
後
科
挙
系
官
僚
が
こ

の
職
に
任
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
事
が
知
れ
る
o
し
か
し
、
黍
朝
が
「
陳
朝
の
旧
制
に
仇
」
　
っ
た
と
あ
る
の
は
必
ず
し
も
正
し
い
表
現
で
は

な
い
。
『
全
書
』
等
に
よ
-
、
太
宗
代
初
期
頃
ま
で
下
っ
て
、
行
退
職
に
任
じ
ら
ら
れ
た
者
を
列
挙
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

60 (60)

○
大
行
造
　
　
匠
席
　
順
天
元
年
-
大
宝
三
年

○
東
通
行
進
　
記
録
無
し

○
西
通
行
近
　
郊
在
　
紹
平
元
年
十
1
月
ま
で

○
南
追
行
退
　
部
克
復
　
同
元
年
二
月
ま
で

○
北
追
行
造
　
記
録
無
し

玩
汝
覧
　
同
二
年
二
月
拝
任

裂
国
税
　
同
元
年
二
月
拝
任
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o
道
西
退
行
退
　
記
録
無
し

史
料
は
や
や
少
な
い
が
'
知
り
得
る
限
り
か
ら
判
断
す
る
と
、
行
退
職
は
全
て
開
国
功
臣
(
し
か
も
抗
明
戦
の
初
期
か
ら
裂
利
に
従
っ
た
老
)
が
占

め
て
台
-
'
信
静
が
拝
任
し
た
の
で
は
な
-
、
当
然
の
事
な
が
ら
へ
南
策
出
身
者
は
7
人
も
存
在
し
な
か
っ
た
。
梨
初
は
文
職
に
お
い
て
も
地

位
が
高
く
`
な
れ
ば
な
る
輿
開
国
功
臣
の
占
め
る
比
率
が
高
-
な
-
'
更
に
そ
の
最
上
部
に
活
化
集
団
員
の
武
人
宰
相
が
存
在
し
た
.
太
祖
期

の
試
験
合
格
者
は
地
方
に
出
る
か
'
わ
ず
か
に
帝
の
側
近
の
小
官
と
な
る
の
み
で
あ
-
、
完
全
に
清
化
集
団
に
よ
る
支
配
体
制
の
中
に
組
み
入

れ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
も
文
臣
に
と
っ
て
'
待
望
の
科
挙
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
次
帝
太
宗
(
在
位
一
四
三
三
-
一
四
四
二
)
の
治
世
に
入
l
っ
て
か

ら
で
あ
っ
た
。

『
全
書
』
巻
十
1
　
沼
平
元
年
(
一
四
三
四
)
八
月
九
日
-
十
八
日
の
条
に
あ
る
科
挙
法
制
定
の
詔
に
よ
る
と
」
同
五
年
に
郷
試
、
六
年
に
会

⑬

講
を
行
な
い
'
以
後
三
年
一
大
比
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

清
化
集
団
全
盗
な
る
時
に
、
何
故
こ
の
よ
う
な
詔
が
出
せ
た
の
か
は
ま
だ
1
考
を
要
す
る
が
'
清
化
集
団
が
、
文
武
高
官
の
相
要
を
占
め
て

い
る
と
い
う
自
信
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
科
挙
を
推
進
し
た
人
物
と
し
て
、
ま
た
南
策
勢
力
に
は
な
-
て
は
な
ら
な
い
人
物
と
し
て
、
太
祖
の
参
謀
格
で
あ
っ
た

京
節
に
近
い
上
福
県
出
身
の
院
席
に
つ
い
て
語
る
必
要
が
あ
る
。

彼
の
遺
稿
を
集
め
た
『
抑
斎
集
』
巻
五
　
先
生
事
状
考
に
よ
る
と
、
彼
の
先
祖
の
貫
地
は
鳳
山
県
支
碍
社
(
賓
朝
期
至
霊
県
に
属
す
)
で
あ
り
」

陳
朝
宗
室
の
重
鎮
陳
元
旦
の
娘
と
、
後
に
科
挙
官
僚
と
な
る
匠
飛
卿
の
間
に
生
ま
れ
、
前
述
の
聖
元
元
年
の
科
挙
に
合
格
し
た
。
そ
の
後
、
明

の
侵
略
に
遭
っ
て
父
飛
卿
は
捕
え
ら
れ
、
席
も
父
を
人
質
に
取
ら
れ
た
為
に
東
開
城
に
赴
き
、
軟
禁
さ
れ
た
。
.
そ
の
後
、
逃
亡
に
成
功
し
、

(
非
理
実
的
な
仮
託
で
あ
る
が
)
神
託
に
従
っ
て
黍
利
の
も
と
に
奔
っ
た
。

以
上
の
経
歴
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
彼
は
胡
氏
及
び
一
時
明
の
下
に
い
て
'
明
の
官
僚
制
を
具
さ
に
見
、
こ
う
し
た
官
僚
制
度
と
そ
の
元
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⑬

と
な
る
科
挙
の
必
要
性
を
痛
感
し
、
又
そ
れ
を
梨
朝
に
期
待
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

⑰

開
国
の
後
、
『
全
書
』
等
の
史
料
に
拠
る
限
-
、
彼
は
功
臣
の
1
人
で
あ
-
な
が
ら
努
め
て
清
化
集
団
と
は
距
離
を
お
い
て
権
力
闘
争
の
場

⑬

か
ら
離
れ
、
専
ら
諸
制
度
の
制
定
、
礼
楽
の
普
及
、
法
典
の
整
備
等
に
没
頭
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
彼
の
独
壇
場
で
あ
っ
た

礼
楽
制
定
の
分
野
に
ま
で
、
他
人
の
硫
槍
が
入
っ
て
き
た
。
『
全
書
』
巻
十
1
　
紹
平
四
年
(
1
四
三
七
)
五
月
の
条
に
よ
る
と
、
雅
楽
の
校
定

を
め
ぐ
っ
て
席
は
太
祖
期
に
「
親
近
す
可
か
ら
ず
」
と
さ
れ
た
匝
官
染
登
と
対
立
し
、
結
局
席
は
こ
の
仕
事
を
辞
し
、
梁
登
の
校
定
が
採
用
さ

れ
る
事
と
な
っ
た
O
・
開
国
の
重
鎮
で
あ
-
、
更
に
前
朝
陵
氏
の
外
孫
で
あ
っ
た
彼
に
と
っ
て
、
自
説
が
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
事
は
屈
辱
で
あ
っ

た
に
違
い
な
-
、
『
全
書
』
で
は
「
魔
、
其
の
事
を
辞
す
」
と
あ
る
の
み
だ
が
、
『
類
誌
』
巻
七
　
人
物
誌
匠
薦
伝
に
よ
れ
ば
、
彼
は
全
面
的
に

辞
職
し
て
先
祖
の
原
質
地
甫
策
地
方
の
至
霊
に
隠
居
宅
を
設
け
て
そ
こ
に
屈
し
、
時
々
朝
参
す
る
と
い
う
状
態
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
席
に

と
っ
て
紹
平
元
年
の
科
挙
法
に
よ
る
科
挙
実
施
は
悲
厩
で
あ
-
、
そ
れ
は
南
策
地
方
の
士
人
に
と
っ
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。

⑲

さ
て
、
大
宝
二
年
(
一
四
四
1
)
に
郷
講
が
行
な
わ
れ
た
後
、
『
大
宝
三
年
壬
戊
科
進
士
題
名
碑
記
』
に
よ
る
と
、
提
調
官
製
文
霊
・
監
試
超

泰
の
下
で
会
試
が
行
な
わ
れ
、
郷
試
合
格
者
四
百
五
十
人
中
三
十
三
人
が
合
格
し
た
o
　
そ
し
て
数
日
後
の
二
月
二
日
'
殿
講
が
行
な
わ
れ
、
翌

三
日
、
読
巻
官
匠
薦
・
駈
夢
苛
・
陳
(
堤
)
舜
愈
・
匠
子
晋
ら
の
採
点
を
も
と
に
太
宗
が
合
格
者
に
順
位
を
つ
け
た
。

⑳

こ
の
三
十
三
人
の
合
格
者
を
出
身
地
別
に
見
る
と
、
山
南
が
十
一
人
、
山
西
が
四
人
、
京
北
が
ユ
ハ
人
、
.
海
陽
が
七
人
、
清
華
(
化
)
が
三
人
へ

父
安
が
二
人
と
な
っ
て
い
る
O
　
こ
れ
に
『
抑
斎
集
』
巻
六
　
地
輿
志
に
載
る
各
地
方
の
人
口
を
加
味
し
て
み
る
と
、
北
部
山
岳
地
方
及
び
南
方

順
化
地
方
が
1
人
も
合
格
者
を
出
し
て
い
な
い
事
を
除
け
ば
'
特
に
ど
こ
か
が
相
対
的
に
多
-
の
合
格
者
を
出
し
た
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
あ

る
。し
か
し
、
l
J
の
う
ち
デ
ル
タ
の
四
承
宜
の
部
分
を
更
に
細
か
-
府
県
レ
ベ
ル
で
分
析
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

山
南
　
応
天
府
　
○
彰
徳
県
二
人
　
○
育
成
県
7
人

⑳

常
信
府
　
○
青
璋
県
二
人
　
○
上
福
県
一
人
　
○
浮
雲
県
1
人
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快
州
府
　
○
東
安
県
一
人
　
　
金
洞
県
一
人

仙
呂
県
1
人

義
興
府
　
　
大
安
県
一
人

山
西
　
国
威
府
　
　
福
禄
県
一
人
　
○
丹
鳳
県
一
人

不
抜
県
二
人

京
北
　
慣
安
府
　
△
嘉
定
県
1
人
　
△
善
才
県
1
人

○
東
岸
県
7
人

北
河
府
　
　
金
華
県
1
人

海
陽
　
下
洪
府
　
△
長
津
県
一
人

南
策
府
　
△
青
林
県
四
人

△
永
臨
県
一
人

△
平
河
県
一
人

O
を
付
し
た
も
の
は
京
師
ハ
ノ
イ
に
接
す
る
か
一
つ
県
を

挟
ん
で
位
置
す
る
県
で
あ
-
、
△
を
付
し
た
も
の
は
南
策

地
方
及
び
陳
腐
の
隠
居
地
至
霊
県
に
接
す
る
か
、
1
つ
県

を
挟
ん
で
位
置
す
る
県
を
示
し
て
い
る
。
(
地
図
2
参
照
)

ウ
ィ
ッ
ト
モ
ア
・
佐
世
両
氏
は
『
進
士
題
名
碑
記
』
や

『
大
越
歴
朝
登
科
録
』
を
利
用
し
た
細
か
い
分
析
を
行
な

っ
て
い
な
い
が
'
こ
こ
に
単
な
る
　
「
デ
ル
タ
勢
力
」
と
は

言
い
切
れ
な
い
二
つ
の
コ
ア
の
あ
る
事
が
見
て
と
れ
よ

う
O
 
l
　
つ
は
京
師
周
辺
で
あ
-
、
い
ま
1
つ
は
隣
末
か
ら

慕

北

山

鞄図2　科挙合格者の出身県
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胡
朝
期
.
・
属
明
期
を
通
し
て
絶
え
ず
時
の
政
槍
に
反
抗
を
繰
-
返
し
て
き
た
南
策
地
方
で
あ
る
。
既
述
の
如
-
、
こ
の
地
方
の
出
身
者
は
抗
明

期
の
架
利
集
団
に
参
加
し
た
形
跡
が
無
-
、
従
っ
て
功
臣
の
つ
て
が
無
い
と
い
う
事
で
出
遅
れ
て
い
た
。
科
挙
は
、
こ
の
南
策
勢
力
に
と
っ
て

唯
一
の
政
権
参
画
の
チ
ャ
ソ
ス
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

⑳

京
師
近
郊
に
合
格
者
が
多
-
出
る
で
あ
ろ
う
事
は
事
前
か
ら
予
想
さ
れ
た
事
で
あ
る
o
 
L
か
し
へ
功
臣
の
立
場
か
ら
遊
離
し
て
い
っ
た
防
塵

の
居
す
南
策
地
方
に
、
.
一
大
文
人
勢
力
が
出
現
し
た
事
は
、
清
化
集
団
の
宰
相
達
に
衝
撃
を
与
え
た
事
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る

反
撃
の
機
会
は
意
外
に
早
-
'
四
ケ
月
余
-
後
の
同
年
七
月
に
お
と
ず
れ
た
。
時
に
太
宗
は
臨
席
の
隠
居
宅
に
行
幸
し
、
そ
し
て
そ
の
帰
京
の

途
中
-
八
月
四
日
に
急
死
し
た
。
太
宗
の
も
と
に
は
そ
の
寵
L
k
,
得
,
又
匪
鷹
の
妻
で
も
あ
る
匪
氏
路
が
侍
し
て
い
た
事
か
ら
、
「
人
皆
白
く
,

匠
氏
路
帝
を
耗
宛
」
と
い
う
誓
を
も
と
に
、
十
六
日
、
駈
席
1
族
は
訣
殺
さ
れ
、
そ
し
て
そ
れ
に
先
立
つ
十
二
民
活
化
集
団
に
よ
っ
て
太

宗
第
三
千
仁
宗
が
擁
立
さ
れ
た
。

⑳

こ
の
太
宗
急
死
に
関
し
て
、
最
初
に
こ
れ
を
清
化
集
団
に
よ
る
暗
殺
で
は
な
い
か
と
疑
っ
た
の
は
ウ
ィ
ッ
ト
モ
ア
氏
で
あ
る
。
佐
世
氏
も
こ

⑳

れ
に
同
調
し
そ
い
る
し
、
筆
者
も
そ
の
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
件
は
'
ウ
ィ
ッ
-
モ
ア
氏
の
述
べ
ら
れ
る
様
な

デ
ル
タ
勢
力
.
へ
の
清
化
集
団
の
反
撃
と
い
う
も
の
で
は
な
-
、
あ
-
ま
で
臨
席
を
核
と
し
て
勢
力
を
の
ば
し
た
南
策
勢
力
と
清
化
集
団
の
対
立

と
理
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
O
　
　
(

64 (64)

①
　
前
稿
で
筆
者
は
功
臣
の
分
類
を
行
な
い
t
.
九
十
五
人
の
功
臣
中
'
氏
名
の
わ
か

る
者
六
十
1
人
中
へ
二
十
人
が
デ
ル
タ
出
身
の
可
能
性
が
あ
る
事
を
示
唆
し
た
が
、

南
策
方
面
で
の
戦
闘
が
長
び
い
た
為
t
 
l
J
の
中
に
甫
策
出
身
者
が
存
在
し
た
可
能

性
は
薄
い
。
前
稿
t
 
T
二
1
-
7
二
四
頁
。

②
　
W
h
i
t
r
a
o
r
e
,
o
p
.
c
i
t
.
,
p
p
.
l
l
,
1
7
.
佐
世
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
寮
朝
国
家
の
確
立

過
程
に
関
す
る
一
考
察
」
『
史
学
研
究
』
　
〓
ハ
七
'
一
九
八
五
'
二
五
-
三
ハ
頁
。

③
　
既
婚
の
死
後
へ
大
行
迫
と
な
る
陶
公
僕
な
ど
の
名
が
知
れ
る
の
み
で
あ
る
。

◎
　
史
料
に
よ
っ
て
は
矛
盾
す
る
点
も
あ
る
が
'
『
大
越
歴
胡
登
科
録
』
(
テ
キ
ス
ト

は
D
a
i
 
V
i
e
t
 
L
i
c
h
 
T
r
i
e
u
 
D
i
n
g
 
K
h
o
a
 
L
u
c
,
q
u
y
㌻
n
h
S
t
,
S
l
i
G
6
n
,

1
9
6
3
)
に
よ
る
と
'
明
経
科
に
は
超
泰
・
程
(
陳
)
舜
霞
・
活
字
先
・
玩
天
捉
・

武
永
禎
・
玩
克
孝
・
程
顕
が
'
宏
詞
科
に
は
玩
天
錫
・
程
前
・
琵
宙
心
速
・
朱
三
省

・
陳
封
が
合
格
し
た
。

⑤
　
藤
原
「
架
朝
の
科
挙
」
『
東
南
ア
ジ
ア
史
の
研
究
』
法
蔵
館
、
1
九
八
六
'
四

〇
七
I
四
二
1
頁
。
_
な
お
へ
以
下
引
用
す
る
藤
原
氏
の
論
文
は
全
て
上
記
書
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
.
.

⑥
　
桜
井
l
琵
㊤
論
文
。
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⑦
　
r
て
ソ
ダ
ラ
措
力
」
と
は
'
ウ
ォ
ル
タ
ー
ス
氏
が
提
起
し
た
東
南
ア
ジ
ア
権
刀

理
論
の
T
つ
で
も
権
力
者
の
個
人
的
な
能
力
の
誇
示
に
よ
っ
て
支
配
す
る
著
と
さ

れ
る
著
と
の
二
者
関
係
が
規
定
さ
れ
'
そ
の
集
積
を
特
徴
と
す
る
柁
力
論
で
あ
る
。

詳
し
く
は
W
o
l
t
e
r
s
,
O
.
W
.
,
H
i
s
t
o
r
y
.
C
ミ
t
u
n
,
a
n
d
R
e
g
i
o
n
i
n
S
o
ミ
h
e
a
s
t

ゝ
s
i
a
i
-
P
e
r
s
p
e
c
t
i
v
e
s
,
S
i
n
g
a
p
o
r
e
,
1
9
8
2
を
参
照
の
こ
と
。

⑤
　
挟
木
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
李
朝
の
軍
事
行
動
と
地
方
支
配
」
『
東
南
ア
ジ
ア
研
究
』
二

四
I
四
'
1
九
八
七
。

⑨
　
坑
木
一
註
⑮
論
文
。

⑲
　
W
h
i
t
m
o
r
e
,
V
i
e
t
n
a
m
e
s
e
 
A
d
o
p
t
a
t
i
o
n
s
 
o
f
 
C
h
i
n
e
s
e
 
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t

S
t
r
u
c
t
u
r
e
 
i
n
 
t
h
e
 
F
i
f
t
e
e
n
t
h
 
C
e
n
t
u
r
y
.
i
n
 
H
i
s
t
o
r
i
c
a
l
 
I
n
t
e
r
a
c
t
i
o
n
 
o
f

C
h
i
n
a
 
a
n
d
 
V
i
e
t
n
a
m
:
I
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
a
l
 
a
n
d
 
C
u
l
t
u
r
a
l
 
T
h
e
m
e
s
,
c
o
m
p
i
l
e
d

b
y
 
E
d
g
a
r
 
W
i
c
k
b
e
r
g
,
C
e
n
t
e
r
 
f
o
r
 
E
a
s
t
 
A
s
i
a
n
 
S
t
u
d
i
e
s
.
T
h
e
 
U
n
i
v
.

o
f
 
K
a
n
s
a
s
,
1
9
G
9
,
p
p
.
G
-
7
.

㊤
　
梨
利
は
明
の
体
面
を
守
っ
て
へ
そ
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
遠
征
の
名
分
で
あ
る
「
陳
氏

復
興
」
に
応
じ
て
実
は
臨
床
と
は
関
係
の
な
い
人
物
を
陳
苗
と
名
の
ら
せ
'
こ
礼

を
買
甫
国
王
に
冊
立
し
て
-
れ
る
よ
う
に
明
に
要
求
し
た
。
こ
れ
に
よ
ト
明
軍
は

撤
退
し
た
が
t
か
利
は
即
位
後
'
陳
鶴
を
病
没
と
し
て
殺
し
て
し
ま
い
'
'
そ
れ
が

明
に
も
伝
わ
-
'
問
題
と
な
っ
た
。
漆
原
r
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
梨
朝
前
期
の
明
と
の
関

係
し
九
九
-
1
〇
六
頁
。

⑲
　
藤
原
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
架
朝
新
設
の
機
関
で
'
宰
相
隷
下
の
常
設
審
議
撹

関
で
あ
っ
た
ら
し
く
'
文
臣
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
ざ
れ
た
ら
し
い
が
へ
そ
の
主

宰
者
は
『
類
誌
』
で
は
参
知
政
事
で
あ
っ
た
3
藤
原
「
窄
朝
型
宗
の
官
制
改
革
」

四
七
〇
貢
。

⑬
　
大
行
遣
及
び
行
迫
に
関
し
て
は
『
類
誌
』
の
記
故
が
や
や
雑
な
の
で
疑
問
点
が

少
々
あ
る
。
以
下
列
挙
L
t
私
見
を
述
べ
た
い
。
ま
ず
大
行
達
と
各
這
行
通
と
の

問
に
は
ど
う
い
う
つ
な
が
-
が
あ
る
の
か
。
こ
れ
に
関
し
て
は
史
料
も
研
究
も
無

い
。
た
だ
'
大
行
通
で
あ
っ
た
抗
原
が
翰
林
院
承
旨
を
兼
任
し
て
い
た
事
を
考
え

る
と
'
大
行
辻
は
中
央
の
文
班
の
ト
ヅ
プ
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
'
各
通
行
達
と

直
接
の
つ
な
が
-
は
無
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
次
に
'
各
退
行
迫
は
果
た
し
て

任
地
に
実
際
に
赴
い
た
の
か
ど
う
か
。
『
類
誌
』
巻
十
三
　
官
職
誌
歴
代
分
設
之

囲
}
?
9
S
M

(
上
略
)
-
仇
-
て
五
通
行
迫
を
匠
き
'
軍
民
縛
籍
詞
訟
事
を
分
掌
せ
し
む
。
(
割

註
‥
首
に
行
迫
へ
次
に
参
知
・
同
知
・
主
簿
・
道
民
等
の
官
あ
り
。
)

と
あ
り
'
道
の
長
官
が
行
迫
で
あ
る
事
は
明
白
だ
が
'
『
全
書
』
に
よ
る
と
地
方

か
ら
中
央
へ
種
々
の
情
報
を
提
供
す
る
者
は
次
官
の
参
知
・
同
知
へ
或
い
は
更
に

下
の
レ
ベ
ル
の
者
で
あ
る
場
合
が
は
と
ん
で
あ
り
'
行
達
が
そ
の
役
割
を
演
ず
る

事
は
ま
れ
で
あ
る
。
f
J
の
点
か
ら
す
る
と
へ
行
迫
は
中
央
に
い
て
'
参
知
し
同
知

が
現
場
の
責
任
者
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

⑲
　
東
洋
文
庫
本
に
は
r
加
」
と
あ
り
'
ヴ
可
ヴ
ァ
ソ
マ
ウ
本
　
(
V
f
l
V
a
n
M
8
u
,

L
i
c
h
-
T
r
i
叫
u
 
l
i
i
e
n
-
C
h
w
c
r
n
g
L
o
a
i
-
C
h
i
,
S
a
i
g
o
n
,
1
9
5
7
)
に
は
「
如
」
と
あ

る
が
'
こ
こ
で
は
後
者
に
従
う
。

⑮
　
藤
原
氏
は
科
挙
が
紹
平
六
年
か
ら
大
宝
三
年
に
延
期
さ
れ
た
事
に
関
L
t
漠
然

と
「
準
伯
が
整
わ
な
か
っ
た
為
」
(
藤
原
註
⑤
論
文
'
四
l
七
真
)
と
し
た
。
J
佐

世
氏
は
拐
平
法
が
胡
氏
の
科
挙
法
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
-
ち

手
続
き
や
設
備
そ
の
他
の
遅
延
に
よ
J
t
Q
延
期
な
ど
で
は
あ
り
得
な
い
t
 
i
J
し
た
上

で
'
こ
の
遅
れ
を
「
開
国
功
臣
に
妨
害
」
に
よ
訂
も
の
だ
と
す
る
。
佐
世
前
掲
請

文
t
.
三
二
頁
。
残
念
な
が
ら
そ
の
よ
う
な
実
力
行
使
が
あ
っ
た
事
を
窺
わ
せ
る
よ

う
な
史
料
は
無
い
。
た
だ
へ
前
稿
で
論
じ
た
紹
平
四
年
の
梨
察
一
流
の
失
脚
(
前

稀
'
一
二
六
1
1
二
七
b
)
や
'
後
述
す
る
科
挙
推
進
者
の
代
表
格
の
既
得
の
辞

職
(
紹
平
四
年
五
月
)
な
ど
が
そ
の
原
因
の
1
つ
に
あ
た
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

な
お
も
ウ
ィ
・
ツ
ト
モ
ア
氏
は
こ
の
科
挙
法
に
閃
し
ほ
と
ん
ど
言
及
が
無
い
。

⑲
　
太
宗
や
翫
原
が
胡
氏
の
行
な
っ
た
政
策
に
相
当
関
心
を
示
し
て
い
た
事
は
'
『
全

書
』
巻
十
1
　
紹
平
四
年
(
l
四
三
七
)
夏
四
月
の
条
に
'

帝
(
太
宗
)
'
胡
氏
の
手
詔
及
び
詩
文
を
硯
ん
と
欲
す
。
玩
原
、
突
録
し
て
国
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語
詩
文
数
十
后
を
得
へ
之
を
上
る
。

と
あ
る
事
か
ら
も
窺
え
る
。

⑲
　
大
行
造
職
が
寮
初
の
官
制
で
半
ば
浮
き
あ
が
っ
た
存
在
在
で
あ
っ
た
事
は
註
㊨

参
照
。

⑳
　
『
全
書
』
巻
十
冒
頭
に
'
太
祖
の
業
績
と
し
て
'

即
位
に
及
び
へ
律
令
を
定
め
'
礼
学
を
制
L
t
科
目
を
設
け
も
禁
衛
を
置
き
'

官
職
を
建
て
へ
府
県
を
立
て
'
図
書
を
収
め
'
学
校
を
創
む
。
創
業
の
宏
講
有

-
と
謂
う
べ
し
。

と
あ
る
が
'
こ
の
う
ち
の
大
半
の
事
業
に
院
府
が
関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑲
　
テ
キ
ス
ト
は
　
C
a
o
 
V
i
e
n
 
T
r
a
i
,
L
I
 
T
r
i
e
u
 
L
i
c
h
-
K
h
o
a
 
T
i
g
n
-
S
I
 
B
叫

D
a
n
h
 
B
i
 
K
y
(
賓
朝
歴
科
進
士
題
名
砕
記
)
.
q
u
y
㌻
c
h
i
 
n
h
a
t
,
?
,
1
9
6
1
,

p
p
.
3
-
6
を
使
用
。
た
だ
こ
の
碑
文
に
関
し
て
は
T
r
a
n
H
i
m
T
a
n
,
酔
t
u
d
e

s
u
r
l
e
 
V
a
n
-
M
i
e
u
d
e
 
H
a
-
N
6
i
(
T
e
m
p
l
e
d
e
 
l
a
 
L
i
t
t
e
r
a
t
u
r
e
)
.
B
E
F
E
O

X
L
V
,
1
9
5
1
,
p
.
9
1
　
の
次
に
J
J
の
碑
の
か
な
-
鮮
明
な
拓
本
写
真
が
載
っ
て
い

る
。
こ
の
両
者
を
比
較
す
る
と
'
例
え
ば
首
席
合
格
者
院
直
の
出
身
地
に
関
L
t

IM.

前
者
は
　
　
　
　
育
成
県
見
洪
杜
人
二
十
歳
中

後
者
は
　
応
天
府
育
成
県

と
あ
-
'
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
当
然
写
真
の
方
が
正
し
い
と
す
.
へ
き
で
あ

る
が
'
前
者
は
ど
う
も
『
大
越
歴
胡
畳
科
録
』
に
よ
っ
て
出
身
地
を
記
し
た
ら
し

い
。
な
お
'
合
格
者
に
与
え
ら
れ
た
称
号
は
堅
宗
以
前
で
は
状
元
・
梯
限
・
探
花

郎
・
正
税
・
附
株
で
あ
っ
た
(
藤
原
前
掲
論
文
へ
四
三
二
-
四
三
三
五
)
が
'
本

稿
で
は
第
一
甲
・
二
甲
・
三
甲
で
統
一
し
て
記
す
事
に
す
る
。

⑳
　
こ
の
碑
は
聖
宗
洪
徳
十
五
年
(
1
四
八
四
)
に
建
て
ら
れ
た
為
、
地
名
は
光
順

十
年
(
一
四
六
九
)
以
降
の
行
政
区
画
に
従
っ
て
い
る
。
そ
の
序
列
は
以
下
の
通

t
s
繭
E
S
E
S

-
-
*
.
1
　
里
I
-
 
-
r

⑳
　
浮
雲
県
は
他
史
料
に
見
え
な
い
が
'
註
⑯
の
拓
本
写
真
に
は
常
信
府
と
あ
る
の

で
'
そ
れ
に
従
う
。

㊨
　
こ
こ
で
'
ハ
ノ
イ
地
方
の
勢
力
に
つ
い
て
も
三
一
日
加
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

ハ
ノ
イ
は
'
唐
代
に
は
安
甫
都
護
府
が
置
か
れ
'
李
朝
以
降
'
諸
王
朝
の
国
節

と
な
っ
た
古
い
歴
史
が
あ
る
。
従
っ
て
も
中
国
の
先
進
文
化
受
容
の
点
で
は
南
方

の
清
化
地
方
な
ど
に
比
べ
て
は
る
か
に
進
ん
で
お
り
'
清
化
よ
-
勃
興
し
た
梨
朝

と
の
問
に
放
妙
な
緊
張
状
態
が
あ
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
そ
の
典
型
的
な
例
が
'

佐
世
氏
も
指
摘
す
る
(
佐
世
前
掲
論
文
へ
二
六
頁
)
京
路
(
ハ
ノ
イ
)
出
身
の
開

国
功
臣
花
文
巧
の
殺
害
で
あ
る
。
彼
は
功
臣
ラ
ソ
ク
の
最
上
位
ク
ラ
ス
に
あ
-
'

枢
密
大
使
と
い
う
大
任
に
つ
い
て
い
た
が
'
京
路
で
の
人
気
が
高
す
ぎ
た
為
'
読

言
を
受
け
へ
太
祖
の
命
で
殺
さ
れ
た
(
『
大
越
通
史
』
巻
三
十
二
　
両
文
巧
伝
)
。

こ
の
よ
う
な
緊
張
を
は
ら
ん
だ
中
'
科
挙
の
開
始
と
と
も
に
も
　
ハ
ノ
イ
勢
力
が

拾
頭
し
て
く
る
の
は
前
記
の
如
く
'
文
化
の
先
進
地
域
で
あ
っ
た
が
為
に
当
然
の

成
-
ゆ
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
'
ハ
ノ
イ
周
辺
は
京
師
ハ
ノ
イ
を
除
い
て
東
西
南

北
の
四
道
に
分
割
さ
れ
'
そ
の
結
接
点
(
南
篇
努
力
で
は
至
霊
県
が
こ
れ
に
あ
た

ろ
う
)
で
あ
る
ハ
ノ
イ
が
清
化
集
団
を
中
心
と
す
る
梨
朝
に
国
都
と
し
て
押
え
ら

れ
て
い
た
。
為
に
東
道
の
東
半
を
占
め
て
い
た
南
策
勢
力
の
よ
う
に
'
ま
と
ま
っ

た
行
動
を
起
こ
し
た
形
跡
は
史
料
か
ら
は
窺
え
な
い
。
よ
っ
て
'
ハ
ノ
イ
の
文
人

勢
力
は
王
朝
側
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
推
測
も
成

立
し
う
る
の
で
あ
る
。
筆
者
が
ウ
ィ
ッ
・
L
・
モ
ア
氏
の
如
-
、
清
化
対
デ
ル
タ
と
い

う
単
純
な
構
図
を
も
ち
得
な
い
理
由
の
一
つ
が
こ
こ
に
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

⑳
　
『
全
容
』
巻
十
1
　
同
年
八
月
四
日
の
粂

㊨
　
W
h
i
t
m
o
r
e
,
o
p
.
c
i
t
.
,
p
p
.
3
G
-
3
8
.
こ
の
末
尾
で
氏
は
、
r
帝
の
突
然
の
'
そ

し
て
奇
怪
な
死
が
、
ク
ィ
ソ
ホ
ア
グ
ル
ー
プ
の
m
合
的
な
再
確
立
を
も
た
ら
し
た
」

と
述
べ
て
い
る
。

㊨
　
佐
世
前
掲
論
文
'
三
〇
-
三
一
頁
。
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ヴェトナム梨朝初期の甫策勢力(八尾)

四

　

科

挙

の

衰

退

さ
て
'
仁
宗
が
即
位
し
、
そ
の
実
母
玩
氏
が
摂
政
と
な
り
、
清
化
集
団
が
政
権
を
振
っ
て
い
る
下
で
も
第
一
回
の
科
挙
合
格
者
は
ど
の
よ
う

に
扱
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、
第
一
甲
第
二
名
の
匪
如
靖
・
同
第
三
名
の
染
如
鵠
が
そ
れ
ぞ
れ
翰
林
院
知
割
語
㍉
御
前
学
生
局

長
の
肩
書
を
も
っ
て
大
和
元
年
(
一
四
四
三
)
の
道
明
便
に
名
を
連
ね
て
い
る
他
は
史
料
は
沈
黙
し
て
い
る
.
彼
ら
の
う
ち
の
ご
-
1
部
の
名
が

再
び
史
料
に
登
場
す
る
の
は
大
和
六
年
(
一
四
四
八
)
以
降
で
あ
-
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

・
と
こ
ろ
で
へ
前
述
紹
平
元
年
の
科
挙
法
に
よ
る
と
三
年
7
大
比
が
定
妙
ら
れ
て
い
た
.
に
も
拘
ら
ず
、
大
宝
三
年
(
1
四
四
五
)
の
三
年
後
に

あ
た
る
大
和
三
年
に
は
科
挙
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
.
太
宗
と
陳
腐
が
存
命
し
て
お
れ
ば
間
違
い
な
-
実
施
さ
れ
た
で
あ
ろ
-
事
は
'
大
宝
三

年
の
科
挙
に
第
三
甲
第
十
四
名
(
総
合
二
十
四
位
)
で
合
格
し
た
鄭
鉄
長
が
、
六
十
四
歳
と
い
う
高
齢
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
成
績
に
あ
き
足
ら
ず
、

合
格
を
辞
し
て
次
回
に
期
し
た
範
に
よ
っ
て
も
容
易
に
想
像
が
つ
-
。
佐
世
氏
は
科
挙
延
期
の
理
由
と
し
て
,
「
開
国
功
臣
に
よ
る
妨
害
」
.
と

②

い
う
説
明
を
行
な
っ
て
い
る
が
へ
そ
の
妨
害
の
内
容
に
ま
で
は
言
及
し
て
い
な
い
.
筆
者
は
、
そ
の
具
体
的
内
容
と
し
て
、
開
国
時
に
み
ら
れ

た
功
臣
の
人
事
権
が
な
お
生
き
て
い
て
文
官
の
ポ
ス
ト
不
足
を
生
み
へ
科
挙
官
僚
を
増
や
す
余
地
が
無
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ

し
て
そ
の
実
態
を
大
和
六
年
の
科
挙
と
翌
七
年
の
人
事
異
動
策
を
も
と
に
考
え
て
ゆ
き
た
い
。

③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

大
和
]
ハ
年
へ
鄭
克
復
を
提
調
'
何
粟
を
監
試
と
し
て
会
試
が
行
な
わ
れ
、
七
百
七
十
人
の
郷
試
合
格
者
か
ら
二
十
七
人
を
採
-
、
八
月
二
十

三
日
も
殿
試
に
よ
-
順
位
が
つ
け
ら
れ
た
。
例
に
よ
っ
て
そ
の
出
身
地
を
府
県
レ
べ
_
ル
で
示
し
て
み
よ
う
(
デ
ル
タ
四
承
宜
の
み
)
o

山
南
　
応
天
府
　
○
彰
徳
県
三
人
　
○
育
成
県
二
人

常
信
府
　
○
青
澄
県
l
人
　
○
上
福
県
二
人

快
州
府
　
　
天
施
県
一
人

荏
仁
府
　
青
廉
県
一
人
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太
平
府

山
西
　
国
威
府

三
帯
府

京
北
　
順
安
府

海
陽
　
上
洪
府

下
洪
府

瑞
英
県
一
人

○
丹
鳳
県
1
人
　
○
慈
廉
県
一
人
　
安
山
県
1
人

白
鶴
県
二
人

○
武
江
県
一
人

唐
安
県
一
人

△
四
岐
県
二
人
　
△
永
頼
県
一
人

68. (68D

南
策
府
　
△
青
林
県
1
人

こ
れ
を
見
る
と
、
大
宝
三
年
の
勢
力
分
布
と
は
大
き
-
異
な
っ
て
い
る
。
京
的
付
近
に
相
変
ら
ず
合
格
者
が
集
中
(
十
一
人
)
し
た
の
に
対
し
、
・

南
策
地
方
は
わ
ず
か
四
人
に
数
減
し
、
そ
の
他
は
概
し
て
拡
散
し
て
い
る
。
こ
れ
は
各
地
の
士
人
が
こ
の
科
挙
の
実
施
に
大
い
に
発
奮
し
た
為

と
察
せ
ら
れ
る
が
∵
そ
の
科
挙
に
お
い
て
次
の
よ
-
な
不
正
が
発
覚
し
た
。
そ
れ
は
、
血
を
以
て
盟
誓
し
た
に
も
拘
ら
ず
l
、
考
官
が
採
点
に
あ

⑤

た
っ
て
私
情
を
挟
ん
だ
と
い
う
疑
い
が
も
た
れ
、
そ
れ
が
大
い
に
世
情
を
騒
が
せ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
、
お
そ
ら
-
活
化
集
団
の
意
を
う
け
た
考
官
の
不
正
の
為
、
藤
原
氏
の
論
じ
た
如
-
、
こ
の
後
、
科
挙
に
対
す
る
士
人
の
人
気
は

急
速
に
落
ち
て
ゆ
-
こ
と
に
な
る
.
そ
し
て
、
向
年
十
二
月
に
彼
ら
の
処
遇
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
第
1
甲
合
格
者
と
第
三
甲
と
の

間
に
破
格
の
差
が
あ
る
事
が
わ
か
る
0
第
J
l
甲
合
格
者
は
、
翰
林
直
学
士
・
.
中
書
舎
人
・
翰
林
知
制
語
等
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
'
第

三
甲
合
格
者
は
実
職
の
無
い
御
前
学
生
に
充
て
ら
れ
た
。
大
宝
三
年
の
合
格
者
も
こ
れ
と
同
様
の
処
遇
が
為
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
為
に
彼
ら
は

熱
心
に
功
臣
の
歓
心
を
買
う
こ
と
に
汲
々
と
な
-
、
大
宝
三
年
に
第
三
甲
第
十
六
名
(
総
合
二
十
六
位
)
で
合
格
し
た
民
国
茶
は
'
大
和
七
年

(
1
四
四
九
)
七
月
に
、
「
世
豪
に
符
し
て
」
司
刑
大
夫
に
出
世
し
、
又
同
じ
-
第
三
甲
第
十
7
名
(
総
合
二
十
1
位
)
で
合
格
し
た
梨
雲
は
、
大
和

つ
ぐ

七
年
十
1
月
に
起
こ
っ
た
都
督
窄
犬
の
男
寮
貫
之
の
犯
罪
に
つ
い
て
、
諌
官
で
あ
-
な
が
ら
、
「
堤
ん
で
言
う
縫
わ
ず
」
と
い
う
て
い
た
ら
く

で
、
巷
の
童
子
に
「
吾
へ
台
官
為
ら
ざ
ら
ん
こ
と
を
恨
む
の
み
」
と
ま
で
言
わ
れ
る
有
様
で
あ
っ
た
。
活
化
集
団
を
中
心
と
す
る
功
臣
達
は
、
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科
挙
の
実
施
後
も
一
応
自
己
の
権
益
を
維
持
す
る
事
に
成
功
し
、
南
策
勢
力
の
抑
え
込
み
に
も
成
功
し
た
か
に
み
え
た
。

し
か
し
、
文
職
の
充
実
を
目
指
す
仁
宗
と
医
大
后
は
、
大
和
七
年
に
官
吏
任
用
に
関
し
て
注
月
す
べ
き
政
策
を
打
ち
出
し
た
。
ま
ず
史
料
を

列
挙
し
よ
う
。

山
中
云
何
粟
を
以
て
西
道
参
知
洋
語
と
為
し
'
台
官
簿
梨
宗
・
国
子
教
授
花
維
牢
を
並
び
に
監
察
御
史
と
為
す
。
国
子
監
直
話
夢
子
平
を
安
撫
副
使
と
為
し
'

内
密
院
同
知
裂
念
を
副
使
と
為
し
、
殿
中
仔
御
史
程
鼠
を
安
撫
副
使
と
為
す
。
御
前
学
士
郡
允
美
・
監
生
院
剛
中
・
院
自
得
・
高
文
歯
を
各
路
転
運
副
使
と

為
す
。
監
生
を
県
官
に
除
す
る
は
剛
中
等
よ
-
始
む
。
(
『
全
容
』
巻
十
一
同
年
八
月
の
条
)

は
監
生
魯
純
・
花
公
砧
等
三
十
人
を
各
道
の
屈
更
と
為
す
。
監
生
を
屈
更
に
充
つ
る
は
此
れ
よ
り
始
む
。
(
同
年
十
1
月
の
粂
)

川
南
策
上
路
安
撫
副
使
玩
直
を
以
て
翰
林
院
侍
講
と
為
し
'
帰
化
路
安
撫
使
院
如
堵
・
国
威
下
路
安
撫
副
使
梁
如
鵠
を
並
び
に
翰
林
直
学
士
と
為
す
。
路
教
授

程
伯
恭
・
陶
復
礼
を
並
び
に
監
察
御
史
と
為
す
。
輸
林
院
直
学
士
院
売
春
を
新
興
上
路
安
撫
任
と
為
し
'
中
書
舎
人
鄭
鉄
長
を
清
化
南
路
安
撫
使
と
為
し
'

朱
添
成
を
新
興
下
路
安
撫
使
と
為
す
。
-
(
以
下
略
)
(
同
年
十
1
月
の
粂
)

こ
れ
ら
に
関
し
て
か
既
に
先
学
の
言
及
が
あ
る
。

ま
ず
黍
朝
の
学
校
制
度
に
関
し
て
研
究
を
行
な
っ
た
藤
原
氏
は
、
国
子
監
が
開
国
功
臣
の
子
弟
・
民
間
の
郷
試
合
格
者
・
会
試
の
第
四
場
合

格
に
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
者
が
撃
つ
、
1
種
の
受
験
予
備
校
的
奄
性
格
を
有
し
て
い
た
事
を
論
じ
た
上
で
、
.
用
の
措
置
を
」
監
生
の
能
力
に
応

⑤
'
じ
て
重
職
に
せ
よ
就
か
せ
、
監
生
を
新
陳
代
謝
さ
せ
へ
国
子
監
の
機
能
を
よ
-
よ
-
発
揮
さ
せ
る
為
の
も
の
と
評
価
し
た
。

次
に
佐
世
氏
は
、
3
・
川
は
、
中
央
と
地
方
の
官
僚
を
交
替
さ
せ
る
事
に
よ
-
、
帝
の
上
意
下
達
を
容
易
に
し
」
君
主
権
の
強
化
に
つ
な
が

る
_
も
の
で
あ
っ
た
と
し
、
用
に
つ
い
て
は
、
監
生
を
地
方
に
赴
任
さ
せ
る
事
に
J
T
苛
地
方
に
お
い
て
科
挙
の
振
周
を
計
る
事
を
目
的
と
し
た
も

⑦の
で
あ
る
と
理
解
し
た
。

し
か
し
、
3
や
用
の
如
上
監
生
を
優
遇
す
る
事
は
'
た
だ
で
さ
え
少
な
い
文
官
の
ポ
ス
ト
を
更
に
せ
ば
滴
る
事
に
な
-
、
科
挙
の
人
気
を
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か
o
そ
れ
が
証
拠
に
、
三
た
び
三
年
7
大
比
は
守
ら
れ
ず
、
次
の
科
挙
は
大
和
十
1
年
(
1
四
五
三
)
ま
で
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。
の
・
用
の
策

は
人
気
の
落
ち
た
科
挙
を
な
ん
と
か
復
興
し
皇
帝
権
の
強
化
を
計
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
筆
者
も
考
え
る
が
、
実
際
は
逆
の
結
果
を
生

ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
'
そ
れ
で
も
な
お
、
南
策
勢
力
の
士
人
に
と
っ
て
、
政
権
参
画
に
残
さ
れ
た
道
は
科
挙
を
お
い
て
他
に
無
か
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
制

約
を
受
け
な
が
ら
も
実
施
さ
れ
た
大
和
十
1
年
の
科
挙
に
お
い
て
、
南
策
地
方
は
合
格
者
を
二
十
五
人
中
十
人
出
し
、
再
び
勢
力
を
も
-
返
し

⑧た
。
だ
が
へ
こ
の
科
挙
で
は
第
一
甲
が
存
在
せ
ず
、
科
挙
の
人
気
は
落
ち
る
一
方
で
、
四
た
び
延
期
さ
れ
た
延
寧
五
年
(
一
四
五
八
)
の
科
挙
の

⑨

合
格
者
は
四
名
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
南
策
勢
力
の
進
出
は
、
科
挙
の
不
人
気
と
相
ま
っ
て
仁
宗
朝
で
は
し
だ
い
に
阻
ま
れ
て
い
っ
た
と
言
え
る
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の
で
あ
る
。

▼
,

①
　
『
野
史
紐
編
』
巻
四
　
大
和
六
年
の
条
。

②
　
佐
世
前
掲
論
文
へ
三
二
頁
。

③
　
清
化
集
団
の
1
員
で
あ
る
邸
克
復
は
参
預
朝
政
と
し
て
政
権
に
参
画
し
て
お
-
'

又
そ
の
子
伯
涯
が
尚
主
す
る
な
ど
'
こ
の
時
点
で
は
阪
大
后
の
信
任
が
厚
か
っ
た
。

▼
▼

④
　
『
大
和
六
年
戊
辰
科
進
士
題
名
碑
記
』
(
テ
キ
ス
ト
は
C
a
o
 
V
i
e
n
 
T
r
a
i
.
o
p
.

c
i
t
.
,
p
p
.
2
1
-
2
3
)
に
よ
る
。

⑤
　
『
全
書
』
巻
十
一
同
年
八
月
の
粂
に
よ
る
と
'
考
官
が
偏
聴
し
た
の
を
読
巻

官
院
夢
苛
や
監
考
同
亨
発
が
無
視
し
'
こ
れ
に
対
し
て
同
考
駈
天
錫
が
不
服
を
申

し
た
て
'
大
騒
ぎ
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
不
正
が
'
南
策
勢
力
の
抑
え
込
み
に
一

役
か
っ
た
事
も
考
え
ら
れ
る
。

⑥
　
藤
原
「
梨
朝
前
期
の
学
校
」
'
四
五
四
1
四
五
九
頁
。

⑦
　
佐
世
前
掲
論
文
へ
三
四
-
三
六
頁
。

⑧
　
『
大
越
歴
朝
重
科
録
』
に
よ
-
、
合
格
者
の
出
身
地
を
以
下
に
列
挙
す
る
。

山
南
　
応
天
府
　
○
育
成
県
二
人

父　　　　　海京　　　　　山
安　　　　　陽北　　　　　西

二刑南下上臓臨陀三国
入門策洪洪安挑陽帯威
府府府府府府府府府

○
慈
朕
県
一
人

立
石
県
一
人

不
抜
県
一
人

山
田
県
1
人

○
細
江
県
l
入

国
昌
l
a
c

△
長
障
県
1
人

△
青
林
県
二
人

△
東
湖
県
1
人

超
類
県
l
人

△
錦
江
県
一
人

△
四
岐
県
一
人

△
清
河
県
一
人

△
夷
山
県
l
人
　
△
水
菜
県
二
人

快
州
府
　
○
東
安
県
一
人

荏
仁
府
　
維
新
県
一
人

芙
蓉
県
1
人

金
橋
県
一
人

こ
れ
に
よ
る
と
'
京
師
付
近
の
合
格
者
が
教
戒
し
、
科
挙
の
人
気
が
中
央
で
は

次
第
に
落
ち
て
き
た
事
が
窺
え
る
。

⑨
　
山
南
常
信
府
青
淀
県
一
人
へ
応
天
府
彰
行
県
1
人
、
山
西
三
帯
府
安
楽
県
一
人
、

京
北
慈
山
府
東
岸
県
一
人
が
そ
の
内
訳
で
あ
る
。
合
格
者
は
い
づ
札
も
京
田
付
近

の
出
身
者
で
あ
り
'
こ
の
科
挙
が
全
国
規
模
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
推
定
す
る

事
も
可
能
で
あ
る
。
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五
　
科
挙
の
復
活
と
南
策
勢
力
の
再
浮
上

南
策
勢
力
は
文
官
の
面
で
は
ゆ
き
づ
ま
-
つ
つ
あ
っ
た
.
1
万
、
武
人
の
方
も
事
態
は
同
様
で
あ
っ
て
相
変
ら
ず
中
央
の
禁
軍
及
び
地
方
軍

①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
枢
要
は
清
化
集
団
に
握
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
、
1
大
謀
議
が
為
さ
れ
る
。
南
策
地
方
を
貫
地
と
す
る
母
を
も
つ
廃
太
子
諒
山
王
宜
民
の
ク

ー
テ
ク
で
あ
る
。
こ
の
ク
ー
デ
タ
を
主
導
し
た
の
は
南
策
に
近
い
永
輯
県
の
出
身
者
で
あ
る
8
2
屯
・
播
般
ら
で
あ
っ
た
o

延
空
ハ
年
(
1
四
五
九
)
十
月
三
.
日
夜
半
、
ク
ー
デ
タ
は
成
功
し
'
仁
宗
と
医
大
后
は
試
さ
れ
'
後
に
醇
化
集
団
の
宰
凋
達
も
殺
さ
れ
た
.

前
稿
で
も
触
れ
た
が
'
こ
の
ク
ー
テ
ク
及
び
宜
民
の
統
治
に
関
し
て
は
、
先
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
評
価
が
あ
る
。

ま
ず
藤
原
氏
は
、
後
掲
史
料
に
あ
る
六
部
設
置
が
事
実
で
あ
っ
た
事
を
論
証
さ
れ
、
宜
民
の
統
治
が
後
の
聖
宗
の
官
制
改
革
の
先
駆
と
な
っ

③

た
と
評
価
さ
れ
た
。

次
い
で
ウ
ィ
ッ
ト
モ
ア
氏
は
、
宜
民
の
母
楊
氏
が
海
陽
の
出
身
者
で
あ
っ
た
事
、
そ
し
て
ク
ー
デ
タ
に
協
力
し
た
の
も
同
地
の
出
身
者
で
あ
⑥

っ
た
事
か
ら
、
こ
れ
を
清
化
集
団
に
対
す
る
デ
ル
タ
勢
力
の
反
撃
の
7
例
で
あ
る
と
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
科
挙
官
僚
が
支
持
し
た
と
さ
れ
た
。

更
に
佐
世
氏
は
前
二
者
の
説
を
ま
と
め
'
デ
ル
タ
出
身
の
母
を
も
つ
宜
民
を
科
学
系
官
僚
が
支
持
し
、
急
進
的
に
中
央
集
権
化
を
計
っ
た
も

⑤

の
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

三
者
の
説
を
ま
と
め
る
と
、
地
域
的
に
は
デ
ル
タ
対
清
化
へ
政
治
志
向
の
面
で
は
宜
民
と
科
挙
官
僚
対
開
国
功
臣
、
と
い
・
}
構
図
が
描
か
れ

た
の
で
あ
る
。

宜
民
の
統
治
の
内
容
を
語
る
の
が
次
に
引
-
史
料
で
あ
る
。

宜
民
へ
府
県
を
置
-
こ
と
を
議
す
。

宜
民
'
六
部
・
六
科
・
府
県
州
官
を
分
設
す
。

(
『
全
書
』
巻
十
二
　
天
興
二
年
(
1
四
六
〇
)
二
月
の
粂
)
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⑥

前
述
の
如
-
'
藤
原
氏
は
こ
の
期
の
六
部
設
置
が
事
実
で
あ
っ
た
事
を
論
じ
ら
れ
た
o
　
ま
た
佐
世
氏
の
説
か
れ
る
如
-
、
地
方
官
改
設
の
議

⑦

に
よ
っ
て
、
大
量
の
文
官
ポ
ス
ト
が
生
じ
、
そ
れ
に
科
挙
系
官
僚
が
数
多
-
登
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
事
は
想
像
に
難
-
な
い
。
佐
世
氏
は
更
に
、

某
奪
直
後
、
宜
民
に
よ
-
明
に
派
遣
さ
れ
た
者
の
中
に
、
多
数
の
科
挙
系
官
僚
が
多
数
含
ま
れ
て
い
た
事
を
指
摘
し
、
自
説
の
根
拠
の
一
つ
と

⑧

し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
事
か
ら
直
ち
に
科
挙
官
僚
が
宜
民
を
支
持
し
、
1
気
に
政
権
を
参
画
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。

も
し
、
科
挙
官
僚
が
熱
烈
に
宜
民
を
支
持
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
.
宜
民
を
倒
し
て
即
位
し
た
聖
宗
の
時
代
に
、
彼
ら
が
何
ら
か
の
処
置
を
受
け

⑨

て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
だ
が
、
そ
の
様
な
例
は
史
料
に
は
見
ら
れ
な
い
o
ま
た
、
前
稿
で
引
用
し
た
『
大
越
通
史
』
巻
三
十
1
　
院
燐
伝
や
『
梨

⑲

朝
興
国
功
業
術
志
』
巻
7
　
延
寧
六
年
己
卯
冬
十
月
初
三
日
の
条
に
よ
る
と
、
I
J
の
新
政
権
の
実
権
は
、
ク
ー
デ
タ
に
功
の
あ
っ
た
軍
人
箔
屯

・
播
般
・
陳
陵
ら
が
趣
-
、
他
の
文
武
官
は
「
各
J
V
口
を
綴
じ
」
て
い
た
の
で
あ
る
。

宜
民
が
官
僚
制
度
の
整
備
を
実
施
し
、
そ
し
て
数
多
-
の
文
官
ポ
ス
ト
が
生
じ
た
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
統
治
の
実
態
は
、
上

述
の
如
-
ク
ー
デ
タ
の
功
臣
が
権
力
を
起
っ
た
の
で
あ
-
'
官
僚
制
国
家
の
完
成
は
聖
宗
を
得
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
O
　
又
、
ウ
ノ
'
ツ
ト
モ
ア

氏
の
言
う
地
域
対
立
の
点
で
考
え
る
な
ら
ば
、
デ
ル
タ
の
南
策
以
外
の
地
方
の
動
向
が
知
れ
ぬ
以
上
、
デ
ル
タ
対
清
化
と
す
る
べ
き
.
で
は
な
-
、

よ
-
厳
密
に
、
南
策
の
軍
人
勢
力
対
清
化
集
団
と
す
る
べ
き
で
あ
る
?

天
興
二
年
(
=
光
順
元
年
)
l
ハ
旦
ハ
日
に
匠
煩
・
丁
列
等
清
化
集
団
に
上
る
逆
ク
」
デ
タ
が
成
功
し
、
.
宜
民
は
廃
さ
れ
'
聖
宗
が
迎
え
ろ
れ
て

帝
位
に
つ
い
た
。
本
来
な
ら
当
然
活
化
集
団
に
よ
る
政
権
掌
超
が
復
活
し
た
は
ず
だ
が
、
前
稿
で
論
じ
た
如
-
.
 
、
既
成
・
丁
列
は
宰
相
に
任
じ

ら
れ
た
も
の
の
、
下
位
の
禁
軍
と
の
統
属
関
係
は
切
れ
て
お
-
へ
そ
の
位
は
実
質
を
伴
な
わ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
清
化
集
団
に
よ
る

重
圧
か
ら
解
き
放
た
れ
た
科
挙
が
、
宜
民
期
の
大
量
の
文
官
ポ
ス
ト
の
増
加
に
も
刺
戟
さ
れ
て
、
こ
れ
以
降
再
び
隆
盛
を
み
る
よ
う
に
な
る
の

は
当
然
の
成
-
行
き
で
あ
っ
た
。

藤
原
氏
は
光
順
四
年
(
1
四
六
三
)
の
札
挙
成
功
J
e
具
体
的
な
原
因
と
し
て
、
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‖
　
前
年
に
保
結
箔
試
例
が
定
め
ら
れ
'
受
験
者
の
質
を
保
結
者
が
保
証
す
る
事
に
よ
-
、
科
挙
に
対
す
る
社
会
的
信
用
が
高
ま
っ
た
事

は
　
合
格
者
に
進
士
及
第
等
の
称
号
が
始
め
て
用
い
ら
れ
た
事

e

な
ど
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
事
に
よ
っ
て
,
)
の
科
挙
は
、
会
読
に
応
じ
た
老
千
四
百
余
人
、
合
格
者
四
十
四
人
と
い
う
隆
盛
ぶ
-
香

e

示
し
た
。
筆
者
は
更
に
二
つ
の
特
故
を
こ
の
科
挙
に
つ
け
加
え
る
事
が
で
き
る
。

一
つ
は
こ
の
科
挙
の
試
験
官
に
、
そ
れ
以
前
の
科
挙
合
格
者
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
事
で
あ
る
q
　
『
光
順
四
年
英
未
科
進
士
題
名
砕
記
』
に

よ
る
と
、
玩
末
・
梨
念
と
い
っ
た
開
国
功
臣
の
子
孫
が
提
調
官
と
な
る
1
方
で
'
院
永
錫
・
既
知
堵
・
院
伯
既
と
い
っ
た
科
挙
官
僚
が
読
巻
官

に
任
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
l
 
0
.
確
か
に
そ
れ
以
前
の
科
挙
に
.
お
い
て
も
太
祖
期
の
明
経
科
・
宏
詞
科
の
合
格
者
が
読
巻
官
と
な
っ
て
い
る
が
、

正
式
な
科
挙
官
僚
が
こ
れ
に
任
じ
ら
れ
る
_
の
は
始
め
て
の
事
で
あ
-
、
士
人
の
科
挙
に
対
す
る
人
気
を
高
め
る
点
で
大
い
に
貢
献
し
た
せ
考
え

ら
れ
る
。

い
ま
1
つ
l
は
、
科
挙
合
格
者
の
出
身
地
が
よ
り
1
層
の
拡
が
.
-
を
見
せ
、
更
に
南
策
勢
l
力
鴻
再
び
大
量
の
ノ
合
格
者
(
十
三
人
)
を
凄
ん
で
い
る

と
い
う
事
で
あ
る
。
内
訳
は
'

山
南
　
応
天
府

常
信
府

快
州
府

琵
仁
府

叶
F
.
U
'
-
i
¥
z

長
安
府

先
興
府

山
西
　
国
威
府

○
彰
徳
県
二
人

○
上
福
県
1
人

○
東
安
県
一
人

○
育
成
県
三
人

○
浮
雲
県
一
人

天
施
県
一
人

平
陛
県
一
人

天
本
県
一
.
人

嘉
遠
県
一
人

青
蘭
県
二
人

○
慈
廉
県
一
人
　
　
福
禄
県
一
人

73 (73)



三

京
北
　
積
安
府

慈
山
府

海
陽
　
上
洪
府

安
菜
県
1
人
　
　
新
豊
県
二
人

○
細
江
県
1
人

74 (74)

清
化
又
安

下
洪
府

南
策
府

刑
門
府

二
人
二
人

○
東
岸
県
二
人

唐
安
県
三
人

青
汚
県
1
人

△
青
林
県
二
人

△
至
霊
県
一
人

仙
遊
県
一
人
　
△
桂
陽
県
一
人

△
錦
江
県
一
人

△
四
肢
県
二
人

△
平
河
県
二
人

△
金
城
県
一
人

△
永
頼
県
1
人

△
新
明
県
1
人

△
水
菜
県
一
人

で
あ
-
、
f
J
れ
も
l
J
の
科
挙
が
清
化
集
団
の
箪
肘
か
ら
離
れ
'
純
粋
に
文
臣
の
登
竜
門
と
な
っ
た
事
を
士
人
が
認
め
た
.
為
と
言
え
寸
っ
。

藤
原
氏
は
三
年
1
大
比
が
こ
の
光
順
四
年
の
科
挙
以
降
成
立
し
た
事
を
評
価
し
て
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
科
挙
が
こ
の
光
順
四
年
を
以
て
確
立
し

⑬

た
と
す
る
が
、
筆
者
は
、
そ
れ
以
前
の
科
挙
及
び
科
挙
官
僚
が
、
専
ら
清
化
集
団
を
中
心
と
す
る
功
臣
に
制
静
さ
れ
l
て
い
た
の
に
対
し
'
こ
の

科
挙
が
宜
民
以
降
拡
充
さ
れ
た
文
官
ポ
ス
ト
に
恒
常
的
に
士
人
を
送
-
込
む
試
験
と
な
っ
た
と
い
う
点
を
つ
け
加
え
て
へ
氏
の
言
に
同
調
し
た

い
。
そ
し
て
、
こ
の
科
挙
の
確
立
に
よ
っ
て
、
南
策
勢
力
は
漸
-
恒
常
的
に
黍
朝
政
権
に
参
画
す
る
事
が
可
能
に
な
-
、
聖
宗
朝
で
完
成
し
た

官
僚
制
度
の
中
で
文
班
の
1
異
を
担
う
事
と
な
-
、
大
き
な
活
躍
の
場
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

①
　
前
稿
第
二
車
参
照
。

②
　
宜
民
は
大
宝
元
年
正
月
二
十
1
日
に
皇
太
子
に
立
て
ら
れ
た
が
'
そ
の
実
母
揺

氏
が
騎
憶
に
な
っ
た
と
い
う
事
で
翌
二
年
宜
民
は
廃
さ
れ
て
諒
山
王
に
封
ぜ
ら
礼

た
。

③
　
藤
床
三
註
⑧
論
文
'
四
七
1
-
四
七
三
頁
。

④
　
W
h
i
t
m
o
r
e
,
o
p
.
c
i
t
.
,
p
p
.
7
7
-
8
G
.

⑤
　
佐
世
前
掲
論
文
'
三
六
-
三
八
頁
。

◎
　
宜
民
以
前
に
は
そ
の
存
在
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
兵
部
・
刑
缶
の
尚
書
に
勒
読

し
た
記
事
が
'
光
瓜
七
年
か
ら
の
官
制
改
革
に
先
立
つ
『
全
t
3
J
巻
十
二
　
光
広

四
年
(
1
四
六
三
)
十
二
月
の
桑
に
見
ら
れ
る
。
藤
原
前
掲
論
文
'
四
七
7
-
四
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七
二
頁
。

⑦
　
佐
世
氏
は
註
⑤
等
の
尚
書
に
'
玩
如
娼
・
膜
封
'
玩
真
美
・
玩
永
錫
'
刑
部
左

侍
鮎
に
玩
茂
な
ど
科
挙
官
佼
が
任
じ
ら
れ
て
い
る
事
を
指
摘
し
て
い
る
。
佐
世
前

掲
論
文
'
三
七
-
三
八
頁
。
⑤
佐
世
前
掲
論
文
へ
三
七
頁
。

⑨
　
た
だ
一
例
の
み
'
科
挙
官
際
呉
士
遠
等
が
宜
民
の
寵
を
受
け
て
い
た
事
が
窺
え

る
記
載
が
、
r
全
容
.
D
巻
十
二
光
堅
一
年
(
1
四
六
7
)
十
月
の
条
に
あ
る
。

⑲　⑱⑲

前
稿
第
三
章
参
照
。

藤
原
三
註
⑤
論
文
'
四
二
六
-
四
四
一
頁
。

『
光
頂
四
年
英
未
科
進
士
題
名
辞
記
』
(
テ
キ
ス
ト
は
t
 
C
a
o
 
V
i
S
n
 
T
r
a
i
,
o
p
.

c
i
t
.
,
p
p
.
3
3
-
3
4
)
に
よ
る
。

⑲
　
藤
原
前
掲
論
文
へ
四
二
六
-
四
二
八
頁
。

お

　

あ

　

り

　

に

『
黍
朝
貢
法
』
に
'

†
†

海
陽
人
、
土
は
機
に
し
て
人
は
得
た
-
。
時
平
ら
か
な
れ
ば
則
ち
順
化
し
'
時
乱
る
れ
ば
則
ち
梗
化
す
。
丁
・
李
以
来
'
鎮
撫
の
任
、
択
ば
ざ
る
ぺ
か
ら
ざ

る
な
り
。

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
'
海
陽
の
東
半
の
南
策
地
方
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
独
立
期
(
或
い
は
そ
れ
以
前
)
よ
-
交
易
等
で
一
勢
力
を
築
い
て
い
た
。

屈
明
期
に
お
け
る
抗
明
戦
で
遅
れ
を
と
っ
た
同
勢
力
は
要
朝
政
権
へ
の
参
画
を
模
索
し
'
科
挙
に
そ
れ
を
兄
い
出
し
七
。
そ
し
て
聖
宗
期
L
 
e
科

挙
の
確
立
は
'
南
策
勢
力
の
士
人
の
政
権
参
画
を
可
能
に
も
た
。
①

し
か
し
、
い
わ
ば
そ
れ
と
引
き
か
え
に
、
前
稿
で
論
じ
た
如
-
、
清
化
集
団
の
軍
事
面
に
お
け
る
優
越
性
は
制
度
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

也
-
'
南
策
地
方
も
、
清
化
集
団
を
根
幹
と
す
る
五
軍
都
督
府
制
度
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
事
に
な
-
、
都
督
の
多
-
に
は
清
化
集
団
員
が
充
て

ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
政
策
に
対
す
る
武
人
の
不
満
が
へ
後
の
南
策
地
方
出
身
の
武
人
莫
登
膚
に
よ
る
政
権
奪
取
(
1
五
二
七
)
　
へ
と
結

び
つ
い
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
過
程
に
つ
い
て
は
又
稿
を
新
た
に
し
て
論
じ
て
み
た
い
。

①
　
前
稿
t
 
H
二
八
-
一
四
〇
頁
。

(
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
謀
樫
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Nam Sach Power in the Early Years of

the L芭Dynasty in Vietnam

Yao Takao

After Vietnam achieved independence during the tenth century, there

was a factional power in the Nam SAch南策(冊) located on the eastern

border of the Hang HA紅河delta. The Nam Sach depended, econom-

ically, on the transportation between the port of Vえn Don雲屯and the

capital, and on the agricultural land brought under cultivation during

the Tran陳period.

The Nam Sach resisted the policies of the Ho胡dynasty which had

usrped the Tran throne and cooperated with the invading Ming forces.

As the Ming forces came to exploit salt and variou甲rare goods, the

Nam SAch repeatedly resisted the Ming presence in Vietnam. However,

because the Nam Sach had not supported L色Lg'i秀押in theノstruggle

for independence, there were many difficulties in its attempt to participate

in the Lとpolitical power. Militarily, important posts were held by the

(160)



Thanh Hoa清化group, whose homeland was the same as that of the

L色emperors. As a result, the Nam Sach inevitably trid to strengthen

their civil authority. In this respect, the competitive examination was

their only foothold, but as the examination was also controlled by the

Thanh Hoa, steady progress was not easily achieved. However, the

increase of civilian posts by L芭Nghi D釦1秀等宜民and the establishment

of the competitive examination by L色Thanh Ton梨聖宗. did enable the

Nam Sach to participate in the civil bureaucratic system and to play an

active role.

(159




